
第１９回 国土交通中部地方有識者懇談会 
 

 
日時；平成２１年５月１２日（火）15:00～17:00 
場所；名古屋銀行協会 5 階大ホール            

 

 

議 事 次 第 
 

Ⅰ．次期まんなかビジョンについて 
 

 

１．前回懇談会以降の追加事項について 

 

 

２．本懇談会の論点事項 
 

（１）９つの地域の役割と発展を重視した、 

相互連携による地域づくりの方向 

 

（２）スピード感ある「選択と集中」による、 

平成２４年度までの重点戦略と目標 

 

 

Ⅱ．その他 
 

 

 
 

配布用
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【まんなか懇談会】
－ 配席図－
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将 来 像

中
部

圏
の

将
来

像
～

日
本

の
ま

ん
な

か
か

ら
世

界
の

ま
ん

な
か

へ
～

地 域 構 造

（
１

）
中

部
圏

に
お

け
る

地
域

構
造

国
内

外
と

の
交

流
・
連

携
が

全
域

で
展

開
さ

れ
、

「
日

本
の

ロ
ー

タ
リ

ー
」
と

し
て

新
た

な
価

値
を

生
み

出
す

、
個

性
と

魅
力

あ
る

圏
域

を
形

成

（
２

）
目

指
す

べ
き

中
部

圏
の

将
来

像

中
部

圏
の

持
続

的
発

展
に

向
け

た
戦

略
＜

分
野

別
発

展
戦

略
＞

活 力

中
部

圏
の

資
源

を
活

か
し

た
国

内
外

の
多

様
な

交
流

の
拡

大

暮 ら し環 境

・
中

部
圏

の
地

域
経

済
を

牽
引

す
る

地
域

力
の

総
合

的
向

上

・
中

部
圏

の
文

化
・
歴

史
・
自

然
・
産

業
を

活
か

し
た

広
域

交
流

の
促

進

・
世

界
に

魅
力

を
発

信
す

る
｢ま

ん
な

か
｣国

際
交

流
圏

づ
く

り

持
続

可
能

な
環

境
共

生
社

会
を

実
現

す
る

環
境

先
進

圏
の

形
成

誰
も

が
生

き
生

き
と

し
て

暮
ら

せ
る

地
域

社
会

の
実

現

安
全

・
安

心
で

災
害

に
も

強
い

地
域

づ
く

り
安 全 ・ 安 心

世
界

の
も

の
づ

く
り

の
中

心
地

と
し

て
の

産
業

競
争

力
の

強
化

・
も

の
づ

く
り

産
業

の
国

際
競

争
力

を
支

え
る

基
盤

の
強

化
・
も

の
づ

く
り

産
業

の
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
支

え
る

科
学

技
術

連
鎖

の
促

進
支

援
・
地

域
を

支
え

る
産

業
の

活
性

化
、

持
続

的
発

展
・
農

林
水

産
業

の
活

性
化

、
持

続
的

発
展

に
向

け
た

支
援

・
豊

か
で

多
様

な
自

然
環

境
を

未
来

に
継

承
で

き
る

圏
域

づ
く

り

・
地

球
温

暖
化

防
止

の
推

進
と

循
環

型
圏

域
づ

く
り

・
暮

ら
し

や
す

さ
を

実
感

で
き

る
生

活
環

境
の

向
上

・
多

様
な

主
体

に
よ

る
地

域
づ

く
り

の
推

進
・
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

再
生

・
美

し
く

暮
ら

し
や

す
い

農
山

漁
村

の
形

成

・
適

切
な

国
土

管
理

の
推

進

・
大

規
模

災
害

に
対

す
る

防
災

力
の

強
化

・
災

害
発

生
時

に
お

け
る

危
機

管
理

体
制

の
構

築

・
安

全
・
安

心
な

生
活

環
境

の
形

成

中
部

圏
の

目
指

す
べ

き
姿

中
部

圏
の

目
指

す
べ

き
姿

●
賑

わ
い

あ
ふ

れ
る

国
際

交
流

圏
・多

文
化

共
生

圏
●

世
界

を
リ

ー
ド

す
る

産
業

・
技

術
の

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
圏

●
人

々
が

生
き

生
き

と
、

安
心

し
て

暮
ら

す
こ

と
が

で
き

る
持

続
可

能
な

環
境

先
進

圏

中
部

圏
の

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

リ ー デ ィ ン グ プ ロ ジ ェ ク ト

基
幹

産
業

等
の

国
際

競
争

力
強

化

次
世

代
の

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

産
業

・技
術

の
創

出

地
球

温
暖

化
対

策
の

強
化

生
物

多
様

性
の

保
全

・再
生

・
持

続
可

能
な

利
用

我
が

国
の

国
際

ゲ
ー

ト
ウ

ェ
イ

の
形

成

中
部

圏
の

知
名

度
の

向
上

と
国

内
外

交
流

の
拡

大

広
域

ブ
ロ

ッ
ク

全
体

の
活

力
の

維
持

増
進

産
業

基
盤

・
生

活
基

盤
の

強
化

に
よ

る
活

性

我
が

国
を

先
導

す
る

多
文

化
共

生
圏

の
形

成

日
常

生
活

に
お

け
る

安
心

・
快

適
対

策
の

強
化

歴
史

・
風

土
に

根
ざ

し
た

文
化

の
継

承
・
創

造

災
害

を
克

服
す

る
た

め
の

対
策

強
化

流
域

都
市

圏
の

活
力

向
上

流
域

連
携

に
よ

る
伊

勢
湾

の
再

生

１
．

も
の

づ
く
り

産
業

の
競

争
力

強
化

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

２
．

次
世

代
産

業
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

３
．

低
炭

素
社

会
実

現
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

４
．

い
き

も
の

共
生

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

５
．

国
際

ゲ
ー

ト
ウ

ェ
イ

中
部

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

６
．

ま
ん

な
か

巡
り

観
光

交
流

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

７
．

高
次

都
市

機
能

・
連

携
強

化
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

８
．

農
山

漁
村

の
活

性
化

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

９
．

多
文

化
共

生
先

進
圏

づ
く
り

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

10
．

暮
ら

し
の

安
心

・快
適

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

11
．

文
化

継
承

・創
造

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

12
．

災
害

克
服

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

13
．

三
遠

南
信

流
域

都
市

圏
活

力
向

上
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

14
．

伊
勢

湾
再

生
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

名
称

目
的

中
部

圏
を

取
り

巻
く
情

勢
と

課
題

中 部 圏 を 取 り 巻

く 情 勢 と 課 題

（
１

）
中

部
圏

の
地

域
構

造
と

特
徴

（
２

）
中

部
圏

を
取

り
巻

く
時

代
の

潮
流

（
３

）
中

部
圏

の
現

状
と

課
題

中
部

圏
広

域
地

方
計

画
中

間
整

理
全

体
構

成
（

抜
粋

）

交 流 連 携・交 流 連 携・

次
期

ま
ん

な
か

ビ
ジ

ョ
ン

「
本

編
」

は
じ

め
に

計
画

策
定

の
意

義
／

計
画

期
間

／
計

画
区

域
は

じ
め

に

第
１

部
基

本
理

念

第
２

部
実

行
計

画

第
１

章
中

部
地

方
を

取
り

巻
く
情

勢
・
課

題

第
２

章
求

め
ら

れ
る

将
来

像
と

政
策

体
系

第
３

章
基

本
的

ス
タ

ン
ス

１
．

時
代

の
潮

流
・回

避
す

べ
き

社
会

問
題

２
．

中
部

地
方

の
特

性

３
．

中
部

地
方

の
責

務
と

役
割

４
．

中
部

地
方

の
課

題

１
．

１
０

～
２

０
年

の
中

部
地

方
の

将
来

像

２
．

１
０

～
２

０
年

の
政

策
体

系

日
本

の
ロ

ー
タ

リ
ー

と
し

て
、

新
た

な
価

値
を

生
み

出
す

個
性

と
魅

力
あ

る
圏

域
を

形
成

す
る

た
め

、

中
部

圏
広

域
地

方
計

画
で

「日
本

の
ま

ん
な

か
か

ら
世

界
の

ま
ん

な
か

へ
」
と

飛
翔

す
る

将
来

像
の

実
現

を
め

ざ
し

て
い

る
。

社
会

資
本

分
野

に
お

い
て

、

今
後

1
0
～

2
0
年

後
を

見
据

え
、

「ま
ん

な
か

で
日

本
を

リ
ー

ド
す

る
中

部
」
を

形
成

す
る

。

交
流

が
活

発
な

中
部

（
交

流
・
連

携
）

、
活

力
あ

る
中

部
（
強

い
産

業
競

争
力

）
、

自
然

と
共

生
す

る
中

部
（
環

境
・
景

観
）
、

愛
着

の
持

て
る

中
部

（
暮

ら
し

）
、

災
害

に
強

い
中

部
（
安

全
・
安

心
）

１
．

将
来

像
を

実
現

す
る

た
め

の
７

つ
の

基
本

的
ス

タ
ン

ス

２
．

住
民

・
企

業
・行

政
の

役
割

と
協

働
３

．
不

断
の

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ

は
じ

め
に

さ
ら

な
る

飛
躍

に
向

け
て

－
こ

れ
ま

で
の

「ま
ん

な
か

ビ
ジ

ョ
ン

の
成

果
と

評
価

」－

第
１

章
１

０
～

２
０

年
後

を
見

据
え

た
具

体
的

な
目

標

第
２

章
平

成
２

４
年

度
ま

で
重

点
戦

略
と

目
標

Ⅰ
．

交
流

が
活

発
な

中
部

（交
流

・
連

携
）

Ⅱ
．

活
力

あ
る

中
部

(強
い

産
業

競
争

力
)

Ⅲ
．

自
然

と
共

生
す

る
中

部
（環

境
・景

観
）

Ⅳ
．

愛
着

の
持

て
る

中
部

（
暮

ら
し

）

Ⅴ
．

災
害

に
強

い
中

部
（安

全
・安

心
）

Ⅵ
．

ま
ん

な
か

ビ
ジ

ョ
ン

で
創

り
出

さ
れ

る
将

来
イ

メ
ー

ジ
～

９
つ

の
地

域
の

将
来

イ
メ

ー
ジ

～

中
部

地
方

の
当

面
の

戦
略

～
選

択
と

集
中

～

Ⅱ
．

災
害

に
強

い
安

全
で

安
心

な
地

域
づ

く
り

Ⅰ
．

も
の

づ
く
り

を
は

じ
め

国
際

的
に

強
い

産
業

競
争

力
の

あ
る

地
域

づ
く
り

Ⅲ
．

地
域

資
源

を
活

か
し

自
然

と
共

生
す

る
環

境
先

進
地

域
の

形
成

Ⅳ
．

魅
力

あ
ふ

れ
賑

わ
い

と
活

気
あ

る
地

域
づ

く
り

Ⅴ
．

誰
も

が
活

き
活

き
と

快
適

に
暮

ら
せ

愛
着

が
持

て
る

地
域

づ
く
り

Ⅵ
．

様
々

な
地

域
の

主
な

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

①
港

湾
・
空

港
の

機
能

を
強

化
し

、
世

界
的

に
優

れ
た

国
際

物
流

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
形

成

目
標

②
国

内
交

通
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

を
強

化
し

、
ス

ム
ー

ズ
な

移
動

を
可

能
に

目
標

③
陸

・
海

・
空

が
一

体
と

な
っ

た
高

度
な

物
流

シ
ス

テ
ム

を
構

築
目

標
④

も
の

づ
く

り
に

不
可

欠
な

水
の

安
定

確
保

目
標

①
地

球
温

暖
化

を
抑

制
す

る
た

め
温

室
効

果
ガ

ス
の

削
減

を
推

進
目

標
②

大
気

環
境

の
改

善
や

ヒ
ー

ト
ア

イ
ラ

ン
ド

の
抑

制
を

支
援

目
標

③
ご

み
の

発
生

抑
制

・
循

環
型

社
会

の
構

築
を

支
援

目
標

④
美

し
い

自
然

環
境

を
保

全
・
創

出
し

、
多

様
な

生
態

系
を

維
持

・
再

生

目
標

⑤
健

全
な

水
循

環
系

な
ど

を
構

築
し

、
持

続
可

能
な

環
境

を
創

出
目

標
⑥

生
活

環
境

を
改

善

目
標

⑦
独

自
の

地
域

資
源

を
保

全
・
再

生
・
活

用
し

た
魅

力
あ

る
景

観
を

創
出

目
標

①
人

・
モ

ノ
・
情

報
の

交
流

を
拡

大
・
活

発
化

目
標

②
社

会
基

盤
整

備
で

都
市

機
能

を
高

度
化

し
、

各
地

域
の

自
立

へ

目
標

③
中

山
間

地
や

農
山

漁
村

の
地

域
力

を
向

上
し

、
各

地
域

の
自

立
へ

目
標

④
独

自
の

地
域

資
源

を
活

用
し

、
観

光
な

ど
地

域
の

魅
力

を
向

上

目
標

①
子

供
が

の
び

の
び

と
安

全
に

成
長

で
き

る
社

会
の

実
現

目
標

②
安

全
で

住
み

や
す

い
居

住
環

境
の

実
現

目
標

③
快

適
で

安
全

に
暮

ら
せ

る
生

活
圏

の
実

現
目

標
④

ユ
ビ

キ
タ

ス
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

社
会

に
対

応
し

た
情

報
提

供

目
標

⑤
誇

り
や

愛
着

を
持

て
る

協
働

・
参

加
型

の
地

域
づ

く
り

を
支

援

～
９

つ
の

地
域

で
展

開
す

る
主

要
事

業
～

中
部

圏
広
域

地
方
計

画
と
ま
ん
な

か
ビ
ジ
ョ
ン

目
標

①
洪

水
・
土

砂
災

害
・
高

潮
、

雪
害

な
ど

や
渇

水
に

強
い

地
域

を
構

築
目

標
②

大
規

模
な

地
震

に
も

強
い

地
域

を
構

築

目
標

③
様

々
な

災
害

で
も

寸
断

さ
れ

る
こ

と
の

な
い

交
通

体
系

等
を

構
築

目
標

④
災

害
・
事

故
に

係
る

情
報

提
供

や
災

害
対

応
体

制
を

強
化

目
標

⑤
既

存
の

社
会

資
本

ス
ト
ッ

ク
機

能
を

持
続

資料１



資料２

■
こ

れ
ま

で
に

ご
示

唆
頂

い
た

意
見

の
方

向
観

・
各

地
域

が
地

域
力

を
高

め
、

相
互

に
連

携
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
中

部
圏

全
体

の
発

展
を

導
く
こ

と
が

重
要

。

・
隣

接
圏

域
と

強
力

に
連

携
し

て
い

く
こ

と
が

中
部

の
「
ま

ん
な

か
」た

る
役

割
。

・
超

長
期

を
見

据
え

引
き

算
的

な
考

え
で

、
具

体
的

な
1
0年

、
5
年

後
の

計
画

を
ま

と
め

る
こ

と
を

念
頭

に
。

次
期

ま
ん
な
か
ビ
ジ
ョ
ン
本

編
【
抜

粋
】

（
ま
ん
な
か
懇
談

会
資
料

）

平
成
２
１
年
５
月
１
２
日

目
次

１
．

前
回

(１
８

回
）
懇

談
会

以
降

の
一

部
追

加
事

項

（
１

）
ビ

ジ
ョ

ン
の

成
果

と
評

価
・
・
・

１
ペ

ー
ジ

本
編

は
じ

め
に

※
追

加
分

；
中

間
評

価
（
Ｈ

１
８

年
度

）
以

降
の

１
９

年
度

ま
で

の
総

合
評

価

（
２

）
中

部
地

方
の

課
題

・
・
・

２
ペ

ー
ジ

本
編

第
1部

第
1章

４
※

追
加

分
；
（
１

）
と

平
成

２
０

年
秋

以
降

の
経

済
状

況
を

踏
ま

え
た

課
題

整
理

２
．

本
懇

談
会

の
論

点
事

項

（
１

）
９

つ
の

地
域

の
役

割
と

発
展

を
重

視
し

た
、

相
互

連
携

に
よ

る
地

域
づ

く
り

の
方

向
・
・
・

４
ペ

ー
ジ

本
編

第
２

部
第

１
章

Ⅵ

（
２

）
ス

ピ
ー

ド
感

あ
る

「
選

択
と

集
中

」
に

よ
る

、
平

成
２

４
年

度
ま

で
の

重
点

戦
略

と
目

標
（
ア

ウ
ト

カ
ム

指
標

）
・
・・

１
４

ペ
ー

ジ
本

編
第

２
部

第
２

章
本

編
第

２
部

第
２

章
Ⅰ

～
Ⅵ



資料２－１

１
．

前
回

(１
８

回
）
懇

談
会

以
降

の
一

部
追

加
事

項

（
１

）
ビ

ジ
ョ

ン
の

成
果

と
評

価
※

追
加

分
；中

間
評

価
（Ｈ

１
８

年
度

）
以

降
の

１
９

年
度

ま
で

の
総

合
評

価
・
・
・
(略

）
・
・
・
ア

ウ
ト
カ

ム
評

価
指

標
で

チ
ェ

ッ
ク

す
る

と
と

も
に

住
民

意
識

調
査

に
て

満
足

度
と

関
心

度
の

変

化
を

フ
ォ

ロ
ー

し
て

き
ま

し
た

。

中
部

地
方

の
将

来
像

『
日

本
の

「
ま

ん
な

か
」
で

あ
る

地
理

的
優

位
性

を
活

か
し

、
暮

ら
し

・
産

業
が

調
和

し
た

、

世
界

誇
れ

る
中

部
の

創
造

』に
む

け
、

・
・
・
(略

）
・・

・
産

業
の

国
際

競
争

力
の

強
化

、
東

海
環

状
都

市
圏

・環

伊
勢

湾
広

域
交

流
圏

な
ど

の
形

成
、

国
土

の
東

西
・
南

北
軸

の
強

化
や

交
流

拠
点

整
備

に
よ

る
国

内
外

交
流

の
拡

大
・・

・
(略

）・
・
・ 防

災
、

都
市

再
生

・
国

際
化

、
地

球
環

境
・
自

然
・
観

光
・
景

観
の

各
分

野
が

概
ね

前
進

し
、

生
活

環
境

・
対

話
型

行
政

の
分

野
で

は
課

題
が

散
見

さ
れ

更
な

る
取

り
組

み
が

必
要

で
す

。

・・
・（

略
）・

・
・

ａ
) 

産
業

競
争

力
等

に
関

す
る

分
野

～
産

業
・
国

際
競

争
力

や
都

市
圏

の
形

成
～

・
・
・
（
略

）
・
・
・
東

海
環

状
自

動
車

道
沿

線
へ

の
企

業
立

地
が

相
次

ぐ
な

ど
、

企
業

活
動

が
活

発
で

あ
り

、
企

業

へ
の

意
識

調
査

で
は

満
足

度
が

増
加

し
、

「
中

部
国

際
空

港
へ

の
2時

間
ア

ク
セ

ス
率

」
な

ど
の

ア
ウ

ト
カ

ム
指

標
も

概
ね

達
成

し
て

い
る

こ
と

か
ら

「
モ

ノ
づ

く
り

な
ど

産
業

の
国

際
競

争
力

が
強

化
さ

れ
た

」
・・

・
（略

）・
・
・

「
東

海
環

状
都

市
間

の
ア

ク
セ

ス
時

間
短

縮
」
の

ア
ウ

ト
カ

ム
指

標
が

目
標

達
成

し
て

お
り

住
民

満
足

度
も

増
加

、

新
た

な
企

業
立

地
や

観
光

客
の

増
加

な
ど

他
地

域
と

の
交

流
が

活
発

と
な

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

「
東

海
環

状
都

市
圏

・
環

伊
勢

湾
広

域
交

流
圏

な
ど

の
形

成
に

よ
る

新
た

な
交

流
が

拡
大

し
た

」と
い

え
ま

す
。

c
）

環
境

・
景

観
に

関
す

る
分

野
～

地
球

環
境

・
自

然
・
観

光
・
景

観
～

・
・
・
(略

）
・
・
・
農

山
漁

村
の

魅
力

向
上

な
ど

一
部

に
今

後
の

検
討

が
必

要
な

項
目

が
あ

り
ま

す
が

、
「
下

水
道

処
理

人
口

普
及

率
」
な

ど
の

ア
ウ

ト
カ

ム
指

標
は

目
標

値
を

概
ね

達
成

し
て

お
り

、
住

民
満

足
度

も
増

加
傾

向

に
あ

る
こ

と
か

ら
、

「 中
部

の
豊

か
な

自
然

環
境

、
歴

史
、

文
化

な
ど

を
活

か
し

た
地

域
づ

く
り

、
観

光
振

興
は

概

ね
前

進
し

た
」と

い
え

ま
す

。

ｄ
）

災
害

対
策

に
関

す
る

分
野

～
安

全
・
安

心
な

地
域

づ
く

り
～

平
成

1
2
年

の
東

海
豪

雨
災

害
な

ど
対

し
て

治
水

対
策

や
・
・
・ (

略
）
・
・
・
堤

防
や

道
路

、
港

湾
施

設
な

ど
の

耐

震
強

化
・・

・（
略

）・
・
・ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

作
成

の
取

り
組

み
が

自
治

体
で

進
め

ら
れ

る
な

ど
、

防
災

と
減

災
、

克

災
の

取
り

組
み

が
進

め
ら

れ
ま

し
た

。
社

会
資

本
の

「
耐

震
化

率
」
を

は
じ

め
と

す
る

ア
ウ

ト
カ

ム
指

標
も

概
ね

達

成
し

て
お

り
、

災
害

対
策

に
関

す
る

住
民

満
足

度
は

増
加

し
て

い
る

も
の

の
全

体
の

半
数

程
度

に
と

ど
ま

る
な

ど
、

一
部

に
今

後
の

検
討

が
必

要
な

項
目

が
あ

り
ま

す
が

「
東

海
・
東

南
海

・
南

海
地

震
を

は
じ

め
と

し
た

災
害

に
強

い
安

全
・
安

心
な

地
域

づ
く

り
が

概
ね

前
進

し
た

」と
い

え
ま

す
。

ｅ
）

暮
ら

し
に

関
す

る
分

野
～

生
活

環
境

・
対

話
型

行
政

～

住
宅

や
官

公
庁

施
設

の
バ

リ
ア

フ
リ

ー
化

、
あ

ん
し

ん
歩

行
エ

リ
ア

・・
・
(略

）
・
・
・
・
公

共
空

間
の

ユ
ニ

バ
ー

サ

ル
デ

ザ
イ

ン
化

を
進

め
、

・
・・

(略
）
・・

・
住

民
と

の
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
等

に
よ

る
ま

ち
づ

く
り

で
住

民
と

協
働

し
た

地

域
づ

く
り

を
進

め
ま

し
た

。
「公

共
空

間
の

バ
リ

ア
フ

リ
ー

化
率

」
を

は
じ

め
と

す
る

ア
ウ

ト
カ

ム
指

標
も

概
ね

達
成

し
て

い
る

も
の

の
、

道
路

交
通

の
死

傷
事

故
率

や
主

要
駅

周
辺

道
路

の
バ

リ
ア

フ
リ
ー

化
な

ど
一

部
の

目
標

が

未
達

成
で

す
。

ま
た

、
住

民
満

足
度

も
増

加
傾

向
に

あ
る

も
の

の
全

般
的

に
低

い
こ

と
か

ら
「
誰

も
が

生
き

生
き

と
暮

ら
せ

る
豊

か
で

ゆ
っ

た
り

と
し

た
生

活
環

境
の

実
現

へ
は

課
題

が
散

見
さ

れ
、

更
な

る
取

り
組

み
が

必

要
」
と

い
え

ま
す

。

指
標

－
3
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H
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H
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H
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H
19

中部国際空港2時間アクセス率（％）

↑
目

標
値

：
8
0

中
部

国
際

空
港

へ
の

2時
間

ア
ク

セ
ス

率
（人

口
）

指
標

－
3
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80
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H
16

H
17

H
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H
19
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目

標
値

：
8
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中
部

国
際

空
港

へ
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2時
間

ア
ク
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率
（人

口
）

指
標

－
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0

4
0

4
0

01020304050607080

H
1
4

H
1
5

H
16

H
1
7

H
18

H
1
9

東海環状自動車道沿線の主要都市間の
時間（分）

↓
目

標
値

：
40

⑮

⑰
⑳ ⑮

⑳

8
0
 /

3
.4

9
4
 /

3
.6

1
.0

3
.0

5
.0

0
5
0

1
0
0

関
心

度
(%

)

満足度(得点)

⑳
H

2
0

 住
民

⑰
H

1
7

⑮
H

1
5

⑳
H

2
0

 企
業

⑮
H

1
5

【
東

海
環

状
自
動

車
道

沿
線

の
隣

接
す

る
主

要
都

市
間

の
時

間
短
縮

】
【

中
部
国

際
空

港
へ

の
2時

間
ア

ク
セ

ス
率
】

【
環

伊
勢

湾
地
域

内
の

都
市
間

移
動

に
つ

い
て

】
指

標
－

3

72

80
80

80

7075808590

H
14

H
15

H
16

H
17

H
18

H
19

中部国際空港2時間アクセス率（％）

↑
目

標
値

：
8
0

中
部

国
際

空
港

へ
の

2時
間

ア
ク

セ
ス

率
（人

口
）

指
標

－
3
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H
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H
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H
16

H
17

H
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H
19

中部国際空港2時間アクセス率（％）

↑
目

標
値

：
8
0

中
部

国
際

空
港

へ
の

2時
間

ア
ク

セ
ス

率
（人

口
）

指
標

－
15

7
0

4
0

4
0

01020304050607080

H
1
4

H
1
5

H
16

H
1
7

H
18

H
1
9

東海環状自動車道沿線の主要都市間の
時間（分）

↓
目

標
値

：
40

⑮

⑰
⑳ ⑮

⑳

8
0
 /

3
.4

9
4
 /

3
.6

1
.0

3
.0

5
.0

0
5
0

1
0
0

関
心

度
(%

)

満足度(得点)

⑳
H

2
0

 住
民

⑰
H

1
7

⑮
H

1
5

⑳
H

2
0

 企
業

⑮
H

1
5

【
東

海
環

状
自
動

車
道

沿
線

の
隣

接
す

る
主

要
都

市
間

の
時

間
短
縮

】
【

中
部
国

際
空

港
へ

の
2時

間
ア

ク
セ

ス
率
】

【
環

伊
勢

湾
地
域

内
の

都
市
間

移
動

に
つ

い
て

】

ｂ
）交

流
・
連

携
に

関
す

る
分

野
～

国
土

軸
の

強
化

、
都

市
再

生
・
国

際
化

～

・・
・（

略
）・

・
・「

最
寄

り
の

イ
ン

タ
ー

チ
ェ

ン
ジ

へ
3
0
分

到
達

率
」
な

ど
の

ア
ウ

ト
カ

ム
指

標
も

目
標

達
成

し
、

他
地

域
へ

の
移

動
性

に
関

す
る

住
民

満
足

度
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増
加

し
た

こ
と

か
ら

「
日

本
の

ま
ん

な
か

で
あ

る
優

位
性
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か
し
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国
土

の
東

西
・
南

北
軸
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強

化
や

交
流

拠
点

整
備

に
よ

る
国

内
外

交
流

が
拡

大
し

た
」
・
・
・
(略

）
・・

・

都
市

の
賑

わ
い

に
関

す
る

住
民

満
足

度
が

低
い

な
ど

一
部

に
今

後
の

検
討

が
必

要
な

項
目

が
あ

り
ま

す
が

、

名
古

屋
及

び
各

拠
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市

の
魅

力
向

上
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関
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満
足
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、
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都
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オ
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ペ
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緑
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確
保

」
、
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生
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境
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中
心

都
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へ
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移
動

性
」
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ど
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ア
ウ

ト
カ
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指

標
も

概
ね

達
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し
た
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か
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都
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概
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１
．

前
回

(１
８

回
）
懇

談
会

以
降

の
一

部
追

加
事

項

（
２

）
中

部
地

方
と

課
題

※
追

加
分

；（
１

）
と

平
成

20
年

秋
以

降
の

経
済

状
況

を
踏

ま
え

た
課

題
整

理

(1
)巨

大
地

震
の

発
生

や
集

中
豪

雨
、

台
風

に
よ

る
水

害
等

の
発

生
が

懸
念

大
規

模
地

震
の

発
生

が
懸

念
さ

れ
て

い
る

上
に

、
台

風
や

集
中

豪
雨

に
よ

る
水

害
、

渇
水

な
ど

が
頻

発
・
・
・

(略
）
・
・
・

治
水

対
策

や
・
・
・
(略

）
・
・
・
耐

震
対

策
等

は
着

実
に

推
進

し
て

い
ま

す
が

、
さ

ら
に

進
め

て
い

く
必

要
・
・
・
(略

）
・
・
・

住
民

や
企

業
と

危
機

意
識

と
適

切
な

防
災

情
報

を
共

有
し

、
各

主
体

が
自

己
防

衛
に

努
め

る
と

と
も

に
、

災
害

発
生

時
の

際
は

相
互

に
連

携
・
協

力
し

て
迅

速
な

救
援

・復
旧

・復
興

に
取

り
組

ん
で

い
く

こ
と

が
必

要
・
・
・
(略

)・
・
・

新
た

な
課

題
と

し
て

構
造

物
の

老
朽

化
対

策
・・

・
(略

)・
・
・

日
常

に
お

け
る

安
全

・
安

心
の

確
保

の
た

め
、

こ
れ

ら
の

社
会

資
本

に
つ

い
て

早
期

発
見

・
早

期
補

修
の

予
防

保
全

を
計

画
的

に
行

い
、

適
切

に
維

持
・
管

理
・
更

新
し

て
い

く
必

要
が

あ
り

ま
す

。
こ

う
し

た
自

然
災

害
を

想
定

し
た

防
災

対
策

を
総

合
的

に
推

進
し

、
安

全
・
安

心
の

地
域

づ
く

り
を

展
開

し
て

い
く

こ
と

が
課

題
で

す
。

1
時
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降
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数
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0
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回

S
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均

3
4
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H
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H
1
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平
均

4
9
回

1
時

間
降

水
量

5
0
m

m
・
1
0
0
m

m
以

上
の

降
水

の
発

生
回

数
の

推
移

1
時

間
降
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5
0
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降
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生
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1
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2
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3
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8
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1
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1
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S
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2
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S
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平
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3
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S
5
2
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H
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平
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3
4
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H
9
～
H
1
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平
均

4
9
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1
時

間
降

水
量

5
0
m

m
・
1
0
0
m

m
以

上
の

降
水

の
発

生
回

数
の

推
移

(2
)日

本
の

大
動

脈
を

担
う

中
部

地
方

で
あ

る
が

ゆ
え

に
、

大
規

模
災

害
に

よ
る

日
本

の
経

済
活

動
の

停
滞

懸
念

中
部

地
方

に
集

中
す

る
我

が
国

の
大

動
脈

を
支

え
る

・
・
・
(略

）
・
・
・
高

速
道

路
や

新
幹

線
は

、
・
・
・
(略

）
・
・
・
ひ

と

た
び

被
災

し
交

通
が

遮
断

さ
れ

る
と

、
多

大
な

経
済

活
動

の
停

滞
を

引
き

起
こ

す
恐

れ
が

あ
り

ま
す

。

こ
う

し
た

こ
と

か
ら

、
高

速
道

路
や

高
速

鉄
道

の
機

能
向

上
や

ダ
ブ

ル
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
化

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

地

す
べ

り
対

策
事

業
等

の
自

然
災

害
防

止
対

策
を

推
進

し
て

い
く

必
要

が
あ

り
ま

す
。

・
・
・
(略

）・
・
・

成
長

著
し

い
東

ア
ジ

ア
諸

国
の

主
要

都
市

・
地

域
と

比
較

し
て

魅
力

あ
る

都
市

・
地

域
と

な
っ

て
い

く

た
め

に
は

、
首

都
圏

や
近

畿
圏

と
の

機
能

連
携

を
強

化
し

、
総

合
的

な
都

市
の

魅
力

の
向

上
を

図
っ

て
い

く
必

要

が
あ

り
ま

す
。

こ
れ

を
実

現
す

る
た

め
に

も
大

都
市

圏
間

の
大

動
脈

の
機

能
向

上
や

さ
ら

な
る

高
速

化
が

必
要

・
・・

(略
）
・
・
・
こ

の
よ

う
に

、
我

が
国

の
大

動
脈

を
守

る
と

と
も

に
、

さ
ら

に
日

本
経

済
の

活
性

化
に

寄
与

す
る

交
流

軸
の

強
化

を
図

っ
て

い
く

こ
と

が
課

題
で

す
。

(3
)活

発
な

経
済

活
動

に
よ

る
負

の
遺

産
と

も
い

え
る

様
々

な
環

境
問

題

中
部

地
方

の
活

発
な

経
済

活
動

に
よ

る
負

の
遺

産
と

も
い

え
る

様
々

な
環

境
問

題
と

し
て

、
工

場
排

水
や

生

活
排

水
に

よ
る

海
洋

汚
染

に
伴

い
赤

潮
が

発
生

・
・・

(略
）
・
・
・

交
通

集
中

に
よ

り
各

所
で

慢
性

的
な

交
通

渋
滞

の
発

生
や

交
通

事
故

が
多

発
す

る
ば

か
り

か
、

温
室

効
果

ガ
ス

の
排

出
量

を
増

加
さ

せ
、

大
気

や
騒

音

・
振

動
な

ど
沿

道
環

境
に

影
響

・
・
・
(略

）
・
・
・

環
境

へ
の

負
荷

を
軽

減
し

、
国

土
の

健
康

を
回

復
す

る
地

域

づ
く

り
を

推
進

し
て

い
く

こ
と

が
課

題
で

す
。

(4
)渇

水
に

よ
る

水
不

足
や

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

危
機

・
・
・
(略

）
・
・
・

水
源

と
な

る
森

林
が

荒
廃

す
る

と
と

も
に

天
然

の
水

瓶
が

無
い

等
の

理
由

に
よ

り
、

今
後

も
渇

水

の
頻

発
が

危
惧

・
・
・
(略

）
・
・
・

水
源

の
保

全
と

渇
水

対
策

を
展

開
し

て
い

く
こ

と
が

必
要

で
す

。

一
方

、
世

界
的

な
エ

ネ
ル

ギ
ー

需
要

が
増

大
し

て
い

く
中

で
、

中
部

地
方

が
安

定
的

に
エ

ネ
ル

ギ
ー

確
保

で

き
る

状
態

を
構

築
し

て
い

く
必

要
が

あ
り

ま
す

。
そ

の
た

め
に

は
、

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

対
策

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

化
石

燃
料

に
頼

ら
な

い
次

世
代

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

積
極

的
な

導
入

も
必

要
と

な
り

ま
す

。
・
・
・
（
略

）
・
・
・

(5
)地

域
の

活
力

衰
退

と
地

域
間

格
差

の
拡

大

中
部

地
方

に
は

消
滅

の
危

機
に

瀕
し

て
い

る
集

落

が
多

数
・
・・

(略
）・

・
・

高
次

医
療

施
設

に
3
0
分

以
内

に
到

達
で

き
な

い
過

疎
地

域
が

ま
と

ま
っ

て
存

在
・
・
・
(略

）
・
・
・

公
共

交
通

機
関

が
衰

退
し

て

お
り

、
豊

か
さ

を
享

受
す

る
都

市
的

地
域

に
対

し
、

格
差

の
あ

る
地

域
が

偏
在

・
・・

(略
）・

・・
格

差

が
さ

ら
に

拡
大

す
れ

ば
、

国
土

の
管

理
が

行
き

届

か
ず

森
林

の
荒

廃
な

ど
が

さ
ら

に
進

展
す

る
こ

と
も

懸
念

さ
れ

ま
す

。

・
・
・
(略

）
・
・
・

農
山

漁
村

の
生

活
環

境
の

総
合

的

な
魅

力
向

上
な

ど
に

努
め

・
・
・
(略

）
・
・
・
、

都
市

と

農
村

、
上

流
地

域
と

下
流

地
域

、
他

地
域

と
中

部

地
方

な
ど

、
様

々
な

交
流

を
展

開
し

て
い

く
こ

と
で

、

地
域

間
格

差
を

是
正

し
て

い
く

地
域

づ
く

り
を

展
開

し
て

い
く

こ
と

が
課

題
で

す
。赤
潮

 
慢

性
的
な

 

 
 

出
典

 
出

典
 

 

※
高

次
医

療
施

設
は

20
0
7.

5.
1
現

在
。

※
30

分
圏

は
商

圏
分

析
ソ

フ
ト

を
用

い
て

算
出

し
た

。
※

な
お

、
商

圏
分

析
ソ

フ
ト

に
は

H
17

道
路

交
通

セ
ン

サ
ス

の
デ

ー
タ

が
反

映
さ

れ
て

い
る

。
※

高
次

医
療

施
設

か
ら

の
3
0分

圏
に

市
町

村
役

場
が

含
ま

れ
た

市
町

村
を

色
塗

り
し

た
。

※
過

疎
指

定
地

域
は

人
口

減
少

が
激

し
く
、

高
齢

化
率

の
高

い
地

域
を

さ
す

。

供
用

中
区

間

事
業

中
区

間
（

概
ね

1
0
年

の
間
に

供
用
を

目
指

す
）

計
画

中
・

調
査

中
区

間

現
道

強
化

当
面

活
用

区
間

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
凡

例

地
域

高
規

格
道

路
候

補
路

線

供
用
中

区
間

事
業
中

区
間
（

概
ね

10
年
の

間
に
供

用
を
目

指
す

）

計
画
中

・
調
査

中
区

間

現
道
強

化
当
面

活
用

区
間

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
の
凡

例

地
域
高

規
格
道

路
候

補
路
線

過
疎
指
定

地
域

か
つ

高
次
医
療

施
設

30
分
圏

外
地

域

過
疎
指
定

地
域

高
次
医
療

施
設

30
分
圏

外
地

域

高
次
医
療

施
設

三
遠

南
信

吉
野

東
紀

州

南
紀

木
曽

能
登

飛
騨

【
過

疎
指

定
地

域
及

び
高

次
医

療
3
0分

圏
マ

ッ
プ

】

近 畿 圏

首 都 圏

中 部 圏

(ル
ー

ト
は

未
定

）

約
２

９
０

ｋ
ｍ

を
４

０
分

近 畿 圏近 畿 圏

首 都 圏首 都 圏

中 部 圏中 部 圏

(ル
ー

ト
は

未
定

）

約
２

９
０

ｋ
ｍ

を
４

０
分

JR
東

海
’
07

年
12

月
発

表
資

料
よ

り
作

成

東
西

交
通

の
高

速
化

・
ダ

ブ
ル

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

化
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(6
)社

会
の

成
熟

化
に

伴
う

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
ニ

ー
ズ

の
多

様
化

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
崩

壊
が

懸
念

・
・・

（
略

）
・・

・
防

災
・防

犯
、

子
育

て
な

ど
の

面
で

重
要

で
、

・
・・

(略
）・

・・
・

高
齢

者
の

地
域

貢
献

意
欲

や
女

性
の

社
会

進
出

意
欲

に
応

え
、

多
様

な
人

々
が

活
躍

で
き

る
地

域
づ

く
り

を
推

進
し

て
い

く
必

要
が

あ
り

ま
す

。

一
方

、
グ

ロ
ー

バ
ル

化
の

進
展

に
伴

い
、

・・
・
(略

）・
・・

国
籍

や
民

族
な

ど
の

違
い

に
関

わ
ら

ず
、

互
い

の
文

化
的

背
景

や
考

え
方

な
ど

を
理

解
し

、
と

も
に

安
心

し
て

暮
ら

せ
活

躍
で

き
る

多
文

化
共

生
社

会
を

構
築

し
て

い
く

こ
と

も
新

た
な

課
題

で
す

。

こ
の

よ
う

に
多

様
な

主
体

が
各

々
の

価
値

観
を

尊
重

し
て

共
に

生
き

甲
斐

を
も

っ
て

暮
ら

し
て

い
け

る
地

域
づ

く

り
が

求
め

ら
れ

て
お

り
、

成
熟

社
会

に
ふ

さ
わ

し
い

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
を

構
築

で
き

る
地

域
づ

く
り

が
課

題
で

す
。

(7
)地

域
経

済
の

早
期

回
復

と
活

況
化

・
・・

（
略

）・
・
・

ア
ジ

ア
諸

国
や

B
R
IC

s等
の

新
興

国
が

著
し

い
経

済
成

長
を

遂
げ

て
い

る
中

で
、

国
際

競
争

が
激

化
・・

・
(略

）
・・

・
一

方
、

世
界

的
な

金
融

危
機

を
契

機
に

世
界

経
済

が
同

時
に

後
退

局
面

を
迎

え
た

こ
と

に
よ

り
、

輸
出

型
産

業
は

大
規

模
な

減
産

を
余

儀
な

く
さ

れ
、

こ
れ

ま
で

活
況

を
呈

し
て

き
た

中
部

の
生

産

、
雇

用
、

消
費

は
一

気
に

冷
え

込
む

状
況

と
な

っ
て

い
ま

す
。

こ
う

し
た

状
況

を
踏

ま
え

る
と

、
足

元
の

経
済

や
雇

用
状

況
等

を
踏

ま
え

て
機

動
的

か
つ

戦
略

的
に

公
共

投
資

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
先

行
き

不
透

明
感

が
募

る
地

域
経

済
の

活
況

化
と

早
期

回
復

を
図

る
と

と
も

に
国

際
競

争

力
を

発
揮

し
、

持
続

的
な

成
長

の
実

現
を

可
能

と
す

る
足

場
固

め
を

着
実

に
進

め
て

い
く

こ
と

が
喫

緊
の

課
題

と
な

っ
て

い
ま

す
。

8
2

8
7

9
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9
7
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7

11
2

11
7

0
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04
05
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07
0
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0
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）
季

節
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整
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、
東

海
は

岐
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の

３
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）
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節
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値

、
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海
は

岐
阜

県
、

愛
知

県
、

三
重

県
の

３
県

鉱
工

業
生

産
指

数
の

動
向

8
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8
7
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7
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（
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/
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注
）
季

節
調

整
値

、
東

海
は

岐
阜
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、

愛
知
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、

三
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県
の

３
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9
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9
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11
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0
3

04
05

0
6
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0
8

(
2
0
0
5
年

＝
1
0
0
)

東
海

近
畿

関
東

　
　

（
年

/
月

）

注
）
季

節
調

整
値

、
東

海
は

岐
阜

県
、

愛
知

県
、

三
重

県
の

３
県

鉱
工

業
生

産
指

数
の

動
向

継
続

的
な

課
題

・
新

た
な

課
題

全
国愛

知
県

岐
阜

県

三
重

県

0.
7

0.
9

1.
1

1.
3

1.
5

1.
7

1.
9

2.
1 20

04
20

05
20

06
20

07
20

08

　

(倍
）

全
国

：0
.7

2 
('0

8/
12

月
)

愛
知

県
：1

.1
3 

(1
0-

12
月

)

岐
阜

県
：0

.8
6 

(1
0-

12
月

)

三
重

県
：0

.8
9 

(1
0-

12
月

)

有
効

求
人

倍
率

の
推

移

2.
0

2.
5

3.
0

3.
5

4.
0

4.
5

5.
0

5.
5

03
04

05
06

07
08

(%
)

（年
/月

）

愛
知

県
：2

.9
 (1

0-
12

月
)

全
国

：4
.3

 ('
08

/1
2月

)

岐
阜

県
：3

.1
 (1

0-
12

月
)

三
重

県
：2

.8
 (1

0-
12

月
)

完
全

失
業

率
の

推
移

出
典

：
各

経
済

産
業

局
資

料

出
典

：厚
生

労
働

省
「職

業
安

定
業

務
統

計
」

出
典

：総
務

省
「労

働
力

調
査

」

◇
冷

え
込

ん
だ

経
済

の
浮

揚
対

策
○

国
際

競
争

力
の

強
化

に
よ

る
持

続
的

な
経

済
成

長
を

支
え

る
足

場
固

め

(
7)

 
地

域
経

済
の

活
況

化
と

早
期

回
復

◇
多

文
化

共
生

社
会

の
構

築
○

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
再

構
築

○
高

齢
者

や
女

性
の

活
躍

で
き

る
地

域
づ

く
り

(
6)

社
会

の
成

熟
化
に

伴
う

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
ニ

ー
ズ

の
多

様
化

◇
Ｕ

・Ｊ
・
Ｉタ

ー
ン

者
や

二
地

域
居

住
者

の
誘

致
○

地
方

の
住

環
境

の
向

上
○

都
市

と
農

山
漁

村
の

交
流

促
進

(5
) 

地
域

の
活

力
衰
退

と
地

域
間

格
差

の
拡

大
地

方
の

公
共

交
通

機
関

の
衰

退
、

観
光

地
の

衰
退

、
過

疎
化

・高
齢

化
、

中
山

間
地

域
の

活
力

維
持

、
医

療
サ

ー
ビ

ス
の

不
均

衡
な

ど
、

地
域

の
活

力
を

生
み

出
す

地
域

間
交

流
や

連
携

推
進

の
あ

り
方

◇
流

域
圏

単
位

で
の

循
環

型
地

域
社

会
の

構
築

○
水

源
保

全
○

渇
水

対
策

○
エ

ネ
ル

ギ
ー

問
題

へ
の

対
応

(
4)

渇
水

に
よ

る
水
不

足
や

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

危
機

◇
愛

・
地

球
博

の
理

念
を

継
承

し
た

環
境

先
進

地
域

と
し

て
の

取
り

組
み

の
展

開

○
環

境
対

策
の

推
進

大
気

環
境

の
汚

染
、

生
物

の
多

様
性

を
育

む
環

境
の

破
壊

、
海

岸
線

の
後

退
、

生
活

環
境

の
悪

化
、

交
通

事
故

多
発

、
慢

性
的

な
渋

滞
発

生
な

ど

(
3)

活
発

な
経

済
活
動

に
よ

る
負

の
遺

産
と

も
い

え
る

様
々

な
環

境
問

題

◇
三

大
都

市
圏

間
の

機
能

連
携

強
化

（大
動

脈
の

更
な

る
高

速
化

）

○
様

々
な

交
通

の
慢

性
的

な
混

雑
緩

和
○

気
象

や
自

然
災

害
に

対
応

で
き

る
高

速
道

路
や

新
幹

線
な

ど
の

社
会

資
本

の
機

能
向

上
や

ダ
ブ

ル
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

化

(
2)

日
本

の
大

動
脈
を

担
う

中
部

地
方

で
あ

る
が

ゆ
え

に
、

大
規

模
災

害
に

よ
る

日
本

の
経

済
活

動
の

停
滞

懸
念

◇
社

会
資

本
の

老
朽

化
対

策
◇

社
会

資
本

の
適

切
な

維
持

・管
理

◇
地

球
温

暖
化

に
伴

う
気

候
変

動
に

対
す

る
適

応
策

○
自

然
災

害
に

備
え

た
地

域
づ

く
り

○
災

害
に

強
い

地
域

風
土

と
体

制
の

構
築

(
1)

巨
大

地
震

の
発
生

や
集

中
豪

雨
、

台
風

に
よ

る
水

害
等

の
発

生
が

懸
念

新
た
な

課
題

継
続

的
な

課
題内

包
さ

れ
る

課
題

中
部

地
方

の
課

題

◇
冷

え
込

ん
だ

経
済

の
浮

揚
対

策
○

国
際

競
争

力
の

強
化

に
よ

る
持

続
的

な
経

済
成

長
を

支
え

る
足

場
固

め

(
7)

 
地

域
経

済
の

活
況

化
と

早
期

回
復

◇
多

文
化

共
生

社
会

の
構

築
○

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
再

構
築

○
高

齢
者

や
女

性
の

活
躍

で
き

る
地

域
づ

く
り

(
6)

社
会

の
成

熟
化
に

伴
う

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
ニ

ー
ズ

の
多

様
化

◇
Ｕ

・Ｊ
・
Ｉタ

ー
ン

者
や

二
地

域
居

住
者

の
誘

致
○

地
方

の
住

環
境

の
向

上
○

都
市

と
農

山
漁

村
の

交
流

促
進

(5
) 

地
域

の
活

力
衰
退

と
地

域
間

格
差

の
拡

大
地

方
の

公
共

交
通

機
関

の
衰

退
、

観
光

地
の

衰
退

、
過

疎
化

・高
齢

化
、

中
山

間
地

域
の

活
力

維
持

、
医

療
サ

ー
ビ

ス
の

不
均

衡
な

ど
、

地
域

の
活

力
を

生
み

出
す

地
域

間
交

流
や

連
携

推
進

の
あ

り
方

◇
流

域
圏

単
位

で
の

循
環

型
地

域
社

会
の

構
築

○
水

源
保

全
○

渇
水

対
策

○
エ

ネ
ル

ギ
ー

問
題

へ
の

対
応

(
4)

渇
水

に
よ

る
水
不

足
や

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

危
機

◇
愛

・
地

球
博

の
理

念
を

継
承

し
た

環
境

先
進

地
域

と
し

て
の

取
り

組
み

の
展

開

○
環

境
対

策
の

推
進

大
気

環
境

の
汚

染
、

生
物

の
多

様
性

を
育

む
環

境
の

破
壊

、
海

岸
線

の
後

退
、

生
活

環
境

の
悪

化
、

交
通

事
故

多
発

、
慢

性
的

な
渋

滞
発

生
な

ど

(
3)

活
発

な
経

済
活
動

に
よ

る
負

の
遺

産
と

も
い

え
る

様
々

な
環

境
問

題

◇
三

大
都

市
圏

間
の

機
能

連
携

強
化

（大
動

脈
の

更
な

る
高

速
化

）

○
様

々
な

交
通

の
慢

性
的

な
混

雑
緩

和
○

気
象

や
自

然
災

害
に

対
応

で
き

る
高

速
道

路
や

新
幹

線
な

ど
の

社
会

資
本

の
機

能
向

上
や

ダ
ブ

ル
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

化

(
2)

日
本

の
大

動
脈
を

担
う

中
部

地
方

で
あ

る
が

ゆ
え

に
、

大
規

模
災

害
に

よ
る

日
本

の
経

済
活

動
の

停
滞

懸
念

◇
社

会
資

本
の

老
朽

化
対

策
◇

社
会

資
本

の
適

切
な

維
持

・管
理

◇
地

球
温

暖
化

に
伴

う
気

候
変

動
に

対
す

る
適

応
策

○
自

然
災

害
に

備
え

た
地

域
づ

く
り

○
災

害
に

強
い

地
域

風
土

と
体

制
の

構
築

(
1)

巨
大

地
震

の
発
生

や
集

中
豪

雨
、

台
風

に
よ

る
水

害
等

の
発

生
が

懸
念

新
た
な

課
題

継
続

的
な

課
題内

包
さ

れ
る

課
題

中
部

地
方

の
課

題



資料２－４

Ⅵ
．

ま
ん

な
か

ビ
ジ

ョ
ン

が
創

り
出

す
将

来
イ

メ
ー

ジ

・
・
・
（
略

）
・
・
・

中
部

地
方

は
、

日
本

の
ロ

ー
タ

リ
ー

と
し

て
の

新
た

な
価

値
を

生
み

出
す

個
性

と
魅

力
あ

る
圏

域
を

形
成

す
る

た
め

、
中

部
圏

広
域

地
方

計
画

で
「日

本
の

ま
ん

な
か

か
ら

世
界

の
ま

ん
な

か
へ

」と
飛

翔
す

る
将

来
像

の
実

現
を

め
ざ

し
て

い
ま

す
。

こ
う

し
た

中
部

圏
の

国
土

づ
く

り
の

指
針

を
踏

ま
え

、

社
会

資
本

分
野

に
お

い
て

も
、

中
部

地
方

の
現

状
と

課
題

を
認

識
の

下
、

中
部

地
方

の
特

性
で

あ

る
地

勢
的

・
社

会
経

済
的

な
「ま

ん
な

か
」
を

活
か

し
、

ア
ジ

ア
を

は
じ

め
と

す
る

世
界

の
国

々
や

国
内

の
都

市
・
地

域
と

相
互

に
交

流
・
連

携
し

、
活

力
あ

る
強

い
産

業
競

争
力

の
持

続
的

な
発

展
を

遂
げ

て
い

く
こ

と
で

、
我

が
国

の
経

済
を

牽
引

し
て

い
く

こ
と

が
重

要
で

す
。

ま
た

、
経

済
的

活
力

の
み

で
な

く
、

安
全

・
安

心
な

地
域

づ
く

り
と

環
境

先
進

性
に

お
い

て
も

国
内

外
を

先
導

し
、

世
界

水
準

の
信

頼

を
確

立
し

て
い

く
こ

と
も

同
時

に
重

要
で

す
。

さ
ら

に
成

熟
社

会
に

ふ
さ

わ
し

い
暮

ら
し

を
実

践
す

る
こ

と
が

で
き

る
地

域
と

な
る

こ
と

で
、

中
部

地
方

が
新

た
な

ス
テ

ー
ジ

で
持

続
可

能
な

発
展

を
遂

げ
て

い

く
こ

と
を

目
指

し
ま

す
。

こ
う

し
た

中
、

社
会

資
本

分
野

に
お

い
て

は
、

今
後

1
0
～

2
0
年

後
を

見
据

え
、

「
ま

ん
な

か
で

日
本

を
リ

ー
ド

す
る

中
部

」
を

形
成

し
ま

す
。

こ
の

将
来

の
姿

を
実

現
す

る
に

は
、

①
交

流
が

活
発

な
中

部
【
交

流
連

携
】

②
活

力
あ

る
中

部
【
強

い
産

業
競

争
力

】

③
自

然
と

共
生

す
る

中
部

【
環

境
景

観
】

④
愛

着
が

持
て

る
中

部
【
暮

ら
し

】

⑤
災

害
に

強
い

中
部

【安
全

安
心

】

の
５

つ
の

目
指

す
べ

き
地

域
づ

く
り

の
方

向
が

融
合

し
あ

う
こ

と
で

、
中

部
ら

し
さ

を
活

か
し

た
世

界
に

誇
れ

る
中

部
地

方
の

創
造

を
目

指
し

ま
す

。

中
部

地
方

の
将

来
像

を
実

現
へ

中
部

地
方

の
将

来
像

の
実

現
に

は
、

日
本

の
「
ま

ん
な

か
」
で

あ
る

優
位

性
を

活
か

し
、

か
つ

、
最

先

端
な

技
術

と
人

知
、

産
業

の
集

積
地

で
あ

る
中

部
地

方
の

特
性

を
最

大
限

に
発

揮
し

て
い

く
こ

と
が

重
要

で
す

。
そ

の
た

め
に

は
、

我
が

国
の

東
西

方
向

、
南

北
方

向
の

連
携

、
ま

た
、

東
ア

ジ
ア

を
含

む
Ｂ

Ｒ
ＩＣ

ｓ諸
国

や
欧

米
諸

国
と

の
連

携
、

さ
ら

に
は

、
首

都
圏

や
近

畿
圏

、
北

陸
圏

と
中

部
圏

を
結

ぶ
様

々
な

地
域

の
役

割
と

発
展

を
重

視
し

、
相

互
で

か
つ

幾
線

も
の

連
携

に
よ

る
「
融

合
」
で

、
中

部
地

方
の

将
来

像
実

現
に

向
け

た
持

続
的

発
展

を
目

指
し

て
い

き
ま

す
。

中
部

地
方

の
各

地
域

（
案

）
①

駿
河

湾
沿

岸
か

ら
長

野
東

部
を

結
ぶ

地
域

②
南

信
か

ら
三

遠
を

結
ぶ

地
域

③
名

古
屋

都
市

圏
一

帯
を

取
り

巻
く

地
域

④
東

海
と

北
陸

を
結

ぶ
地

域
⑤

東
海

と
近

畿
を

結
ぶ

地
域

⑥
伊

勢
湾

・
三

河
湾

流
域

⑦
富

士
山

麓
と

伊
豆

半
島

、
丹

沢
周

辺
を

結
ぶ

地
域

⑧
伊

勢
と

紀
伊

半
島

中
南

部
を

結
ぶ

地
域

⑨
飛

騨
と

長
野

、
北

陸
沿

岸
を

結
ぶ

地
域

２
．

本
懇

談
会

の
論

点
事

項
（
１

）
９

つ
の

地
域

の
役

割
と

発
展

を
重

視
し

た
、

相
互

連
携

に
よ

る
地

域
づ

く
り

の
方

向
・
・・

本
編

第
2部

第
1章

Ⅵ
ｐ
65

・1
15

～



資料２－５

①駿河湾沿岸から長野県東部を結ぶ地域（仮称）の将来イメージ

【地域の概要－強みを活かし、弱みを克服すべき取組】

日本の経済活動を支える大動脈が通り、かつ、甲州地方を結ぶ長野県東部から静岡県中部

は、３０年以内に８７％の確率で発生が危惧される東海地震の震源域に近接しているばかりか、

南アルプスの山々から一気に流れる河川の氾濫、海岸浸食による高潮被害の発生等の自然災

害が懸念される地域です。

そうした中、脆弱な地質な持つ由比地区には交通網が集中しており、地すべり対策をはじめ、

高速道路や鉄道など交通網の耐震化や代替補完機能確保が急務となっています。また、治水

対策などによる災害を克服する対策や迅速な避難計画、災害時でも経済活動を停滞させない

港湾・空港機能の強化や業務継続計画などのハード・ソフト対策が急務です。新たな空のゲー

トウェイとして2009年6月に富士山静岡空港が開港した当地域において、東西大動脈の代替補

完機能の確保など静岡県中部の安全安心基盤を整えた上での名古屋都市圏や首都圏、東ア

ジアなどとの交流活性化が重要です。

【プロジェクトがもたらすべき効果と地域の将来イメージ】

高速道路や幹線道路の代替補完機能が確保され、津波や高潮災害、豪雨等による浸水対策

が強化されるとともに、港湾・空港機能が強化されることにより、当地域の安全・安心基盤がより

一層向上し災害に強い地域となります。その上で、日本の大動脈として産業・経済の発展を支

え、被災しても寸断されない交通ネットワークが形成され、日本経済の停滞が抑制できます。ま

た富士山静岡空港開港により東アジアをはじめ国内外との交流が促進され、さらに、駿河湾沿

岸から長野県東部を結ぶ南北軸の形成により、全方向的な交流・連携が活発化します。これに

より産業や観光・文化など様々な魅力が向上することが期待され、中部圏の更なる持続的発展

が期待されます。

【不断のフォローアップによる将来イメージの達成度評価】

駿河湾沿岸から長野県東部を結ぶ地域で展開する様々なプロジェクトによる効果を、津波・高

潮や土砂災害に対する安全度や外貿貨物の増加量や観光客の増加率など国内外の物流・人

流の変化といったアウトカム指標と、住民意識（満足度）調査などにより、時代のニーズや地域

の課題を常に把握しながら内容の改善、評価、見直しを常に柔軟に行っていきます。こうした過

程を通じて、当地域に必要な社会資本の整備を図り、中部圏の将来像の実現をめざします。



②南信から三遠を結ぶ地域（仮称）の将来イメージ

【地域の概要－強みを活かし、弱みを克服すべき取組】

天竜川の水運や「塩の道」による交流が盛んであった南信から三遠を結ぶ長野県南部、静岡

県西部、愛知県東部一帯の地域は、東西の大動脈が通る沿岸部では自動車産業をはじめとす

る産業が集積し活発な経済活動が営まれています。一方、天竜川上流や中山間部では中央構

造線がはしる脆弱な地形に加え、過疎化の進行で水源地である森林が荒廃し、土砂堆積による

ダム機能の低下、河川の正常な流砂機能が確保されていないことによる海岸の浸食が深刻化し

ている地域です。

そうした中、水源地から河口・海岸までの土砂移動の連続性を確保する天竜川水系の総合的

な土砂管理の取り組みと遠州灘海岸の浸食対策が急務となっています。さらに通行不能区間を

解消し、三河港や御前崎港などの港湾や富士山静岡空港を結ぶとともに、上流から下流までの

流域圏が一体となる交通ネットワークの形成により、南信から三遠を結ぶ当地域と名古屋都市

圏や国内外との連携強化が重要です。

【プロジェクトがもたらすべき効果と地域の将来イメージ】

健全な流砂系の確保と多様な生態系の保全、日本古来の海浜が再生されることで、環境にやさ

しく災害に強い地域となることが期待されます。また、リダンダンシーを兼ね備えた太平洋と日本

海を結ぶ新たなネットワーク形成により、人・モノが交流するかつての「塩の道」が復活。都市部と

中山間地域が相互に補完・連携し合うモデル圏域が形成され、地域の魅力と成長力の強化が

期待される。南信から三遠を結ぶ当地域が、環境にやさしく、地域の魅力と成長力が向上するこ

とで、環境先進地域としての中部圏の持続的発展が期待されます。

【不断のフォローアップによる将来イメージの達成度評価】

南信から三遠を結ぶ地域で展開する様々なプロジェクトによる効果を、洪水の氾濫や土砂災

害に対する安全度や水辺の再生の割合といったアウトカム指標と、住民意識（満足度）調査な

どにより、時代のニーズや地域の課題を常に把握しながら内容の改善、評価、見直しを常に柔

軟に行っていきます。こうした過程を通じて、当地域に必要な社会資本の整備を図り、中部圏の

将来像の実現をめざします。

資料２－６



資料２－７

③名古屋都市圏一帯を取り巻く地域（仮称）の将来イメージ

【地域の概要－強みを活かし、弱みを克服すべき取組】

日本の東西大動脈と、太平洋岸と日本海岸を結ぶ南北軸が交わる愛知・岐阜・三重の名古屋

を中心とする当地域は、ものづくり産業が集積し、日本の貿易黒字の8割相当を占める名古屋港

をはじめ、国際港湾や中部国際空港を有する地域です。しかし、我が国最大のゼロメートル地

帯であるとともに東海・東南海地震の発生が危惧され、大規模な自然災害による生命や財産の

危機、人流・物流の寸断、経済活動の停滞が懸念される地域です。

このため津波・高潮・洪水対策や河川堤防・護岸等の耐震強化など災害を克服する対策およ

び平成６年のような異常渇水時における河川環境の改善および水供給の安定化が急務であると

ともに、交通網の強化や代替補完機能の確保、災害発生後の迅速な救援・復旧活動を可能に

する体制強化や復旧の長期化防止への対応が急務です。また、急速に進む橋梁等の社会資本

ストックの老朽化に対応するため、適切な維持管理も重要な課題である。日本のものづくりの中

心である名古屋を中心とする地域一帯の安全安心基盤を整えることにより、中部地方全体の国

際的に高い産業競争力強化と東アジアをはじめとする世界各国との連携強化や信頼確保が重

要です。

【プロジェクトがもたらすべき効果と地域の将来イメージ】

環状道路などにより交通網の代替補完機能が確保され、津波や高潮災害、豪雨等による浸水

対策が強化されるとともに、国際港湾・国際空港機能が強化されます。また産業と生活に欠かす

ことのできない水が安定的に確保されることから、当地域の安全・安心基盤がより一層向上し災

害に強い地域となります。その上で交流圏域が拡大し、企業進出や宅地開発、新たな産業が創

出され成長力を強化することで、より一層国際的に強いものづくり産業の発展が期待されます。

また、中部のまち・みず・みち・みなとが身近となり、暮らし、観光、商業などがより近接した地域

が形成され、名古屋を中心とする都市圏一帯である愛知・岐阜・三重の産業や観光など様々な

魅力と信頼が向上することが期待され、中部圏の更なる持続的発展が期待されます。

【不断のフォローアップによる将来イメージの達成度評価】

名古屋都市圏一帯を取り巻く地域で展開する様々なプロジェクトによる効果を、都市圏二環状

道路の整備率や洪水の氾濫に対する安全度、外貿貨物や観光客の増加率など国内外の物流

・人流の変化といったアウトカム指標と、住民意識（満足度）調査などにより、時代のニーズや地

域の課題を常に把握しながら内容の改善、評価、見直しを常に柔軟に行っていきます。こうした

過程を通じて、当地域に必要な社会資本の整備を図り、中部圏の将来像の実現をめざします。



資料２－８

④東海と北陸を結ぶ地域（仮称）の将来イメージ

【地域の概要－強みを活かし、弱みを克服すべき取組】

自動車等のものづくり産業の集積地と、豊かな自然景観や歴史文化遺産を併せ持つ岐阜県

や愛知県西部は、東海北陸自動車道全通により北陸地域と直結され、環日本海経済圏との連

携強化による、人・モノ・情報の新たな交流と産業等の創出が期待される地域です。一方、東海

地方の水源地であり急峻な山岳地帯を有していることから、森林の荒廃や土砂災害、降雪等に

よる交通障害など様々な災害も危惧されています。

そうした中、東アジアの経済発展を見すえた国際的に高い産業競争力の向上と観光交流の拡

大には、北陸圏を結ぶ南北軸と中部国際空港や伊勢湾スーパー中枢港湾とを有機的に結ぶ

環状道路などのアクセス強化が求められています。また、土砂崩落等の風水害や雪害対策と交

通の代替補完機能の確保により、岐阜県と愛知県西部、北陸圏などとの連携強化が急務です。

【プロジェクトがもたらすべき効果と地域の将来イメージ】

当地域と北陸圏や東アジアをはじめ環日本海経済圏との交流が強化され交流圏域が拡大し

ます。また、地域内の安全安心の基盤が整備されることと相まって、更なる産業立地・創出が図

られるばかりか、東海地方の水源地である揖斐川上流域の保全と利活用を通じた交流の場の

創出とともに、白川郷などの歴史文化遺産や豊かな自然景観を活かした多様な観光ルートが

提供できることから観光地の活性化が期待されます。東海と北陸を結ぶ当地域の様々な魅力や

暮らしが向上し発展することにより、中部圏の更なる持続的発展が期待されます。

【不断のフォローアップによる将来イメージの達成度評価】

東海と北陸を結ぶ地域で展開する様々なプロジェクトによる効果を、洪水の氾濫や土砂災害

に対する安全度、景観保全や観光客の増加といったアウトカム指標と、住民意識（満足度）調査

などにより、時代のニーズや地域の課題を常に把握しながら内容の改善、評価、見直しを常に

柔軟に行っていきます。こうした過程を通じて、当地域に必要な社会資本の整備を図り、中部圏

の将来像の実現をめざします。



資料２－９

⑤東海と近畿を結ぶ地域（仮称）の将来イメージ

【地域の概要－強みを活かし、弱みを克服すべき取組】

2008年２月の新名神高速道路が開通で、より一層、近畿圏との連携が強化された三重県北中

部や岐阜県西部には、ＩＴ産業や自動車産業が多く集積し、また、滋賀県方面からの港湾・空港

への物流も増加傾向にあります。

そうした中、国際的に高い産業競争力の向上に資する伊勢湾スーパー中枢港湾の機能拡充

や国際港湾、中部国際空港の機能拡充とアクセス強化が求められています。また、南北を結ぶ

高規格ネットワークが脆弱であり、かつ、高潮等の風水害が懸念されることから、南北軸ネットワ

ークの強化と代替補完機能の確保による岐阜県西部・三重北中部と名古屋都市圏や近畿圏と

の連携強化が急務です。

【プロジェクトがもたらすべき効果と地域の将来イメージ】

当地域と名古屋都市圏、近畿圏をはじめ国内外との物流ネットワークが強化されることと、地

域内の交通円滑化、安全安心の基盤が整備されることで、更なる産業立地・創出が図られること

に加えて、人・モノ・情報の交流が活発となり、産業や観光など様々な地域の魅力が向上するこ

とが期待されます。東海と近畿を結ぶ当地域がより発展していくことにより、中部圏の更なる持続

的発展が期待されます。

【不断のフォローアップによる将来イメージの達成度評価】

東海と近畿を結ぶ地域で展開する様々なプロジェクトによる効果を、都市圏二環状道路の整

備率や洪水の氾濫や高潮災害に対する安全度や、外貿貨物の増加化といったアウトカム指標

と、住民意識（満足度）調査などにより、時代のニーズや地域の課題を常に把握しながら内容の

改善、評価、見直しを常に柔軟に行っていきます。こうした過程を通じて、当地域に必要な社会

資本の整備を図り、中部圏の将来像の実現をめざします。



⑥伊勢湾・三河湾流域（仮称）の将来イメージ

【地域の概要－強みを活かし、弱みを克服すべき取組】

愛知・岐阜・三重県の山々を水源とする数々の河川が流れ込み、外海との海水交換が少ない

閉鎖性海域である伊勢湾・三河湾は、急速な経済発展とともに赤潮や苦潮の発生や、干潟、浅

場、藻場、自然海岸が減少するなど、自然環境に大きな課題を抱える地域となっています。一方

、美しい自然景観と水辺環境を有しており人々の憩いの場となっています。

そうした中、山・川・海が連携し、流域圏が一帯となった環境対策による伊勢湾・三河湾再生の

ため、上下流域が連携し、森林の計画的な間伐等による水源地の保全や災害対策、中下流域

での下水道の整備や自然の浄化機能を活かした水質浄化対策、多様な生態系の保全・回復、

水や土砂の連続性の確保、浅場・藻場・干潟の再生などが重要です。また、だれもが水辺に親

しめる憩い安らぎ空間の保全・拡充も求められています。

【プロジェクトがもたらすべき効果と地域の将来イメージ】

健全な水・物質循環の構築が図られ、生態系の保全と良好な漁場の確保が期待されるとともに

、憩い安らぎ空間も拡充することから、伊勢湾・三河湾に多様な生態系が回復し、より一層伊勢

湾・三河湾が身近なものとなり、伊勢湾・三河湾を誇りに思う社会が形成されます。また道路ネット

ワーク形成により交通を円滑化することで温室効果ガスの排出を抑制するとともに、沿岸部と内陸

との交流をスムーズにすることで、伊勢湾・三河湾を含めた周辺地域の環境保全と観光面の魅

力が向上することなどが期待され、環境先進地域としての中部圏の持続的発展が期待されます。

【不断のフォローアップによる将来イメージの達成度評価】

伊勢湾・三河湾流域で展開する様々なプロジェクトによる効果を、津波・高潮災害に対する安

全度や水辺の再生の割合といったアウトカム指標と、住民意識（満足度）調査などにより、時代

のニーズや地域の課題を常に把握しながら内容の改善、評価、見直しを常に柔軟に行っていき

ます。こうした過程を通じて、当地域に必要な社会資本の整備を図り、中部圏の将来像の実現

をめざします。
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⑦富士山麓と伊豆半島、丹沢周辺を結ぶ地域（仮称）の将来イメージ

【地域の概要－強みを活かし、弱みを克服すべき取組】

世界的に知られる富士山をはじめ自然景観と温泉資源に恵まれ、首都圏に近いことから古くか

ら観光地として発展してきた静岡県東部を含む富士山麓と伊豆半島、丹沢周辺を結ぶ地域は、

活発な太平洋沿岸の産業・経済活動の一翼を担う地域ともなっています。

そうした中、南北の交通軸が弱く、地域内交通と産業物流、観光交通が輻輳し各所で恒常的な

渋滞が発生しており、観光産業の衰退等を招きかねない状況である。住民の生活交通確保はもと

より観光地へのアクセス改善、市街地の交通混雑解消に向けた道路や鉄道などによる交通ネット

ワーク形成が急務となっています。また、発生が懸念される富士山噴火や土石流災害、東海地

震への対応など安全安心基盤の整備も求められている。富士山静岡空港の2009年開港を契機と

した東アジアなどとの新交流時代を目前に、富士山麓や伊豆半島、丹沢周辺を結ぶ地域と国内

外との交流基盤強化により、我が国を代表する国際観光・交流拠点としての一層の取り組みが求

められています。

【プロジェクトがもたらすべき効果と地域の将来イメージ】

国内外からのアクセシビリティが向上し、大規模自然災害等への対策により災害に強く交流が

活発な地域が形成されることにより、富士山麓や伊豆半島、丹沢周辺を結ぶ地域の豊かな自然

環境を活かし、かつ、他地域の観光資源と連携した多様な観光ルートが提供でき観光産業の更

なる活性化が期待されます。さらに、憩い安らげる空間と相まった産業の集積が期待され、住・職

と癒し空間が一帯となった新たな地域モデルが形成されます。富士山麓と伊豆半島、丹沢周辺

を結ぶ地域が国際的な観光・交流拠点として様々な魅力が向上することで、交流が活発な中部

圏の持続的発展が期待されます。

【不断のフォローアップによる将来イメージの達成度評価】

富士山麓と伊豆半島、丹沢周辺を結ぶ地域で展開する様々なプロジェクトによる効果を、津波・

高潮や土砂災害に対する安全度や水辺の再生や景観保全や観光客の増加といったアウトカ

ム指標と、住民意識（満足度）調査などにより、時代のニーズや地域の課題を常に把握しながら

内容の改善、評価、見直しを常に柔軟に行っていきます。こうした過程を通じて、当地域に必要

な社会資本の整備を図り、中部圏の将来像の実現をめざします。
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⑧伊勢と紀伊半島中南部を結ぶ地域（仮称）の将来イメージ

【地域の概要－強みを活かし、弱みを克服すべき取組】

伊勢神宮や世界遺産の熊野古道で知られ、海と山が入り組んだ地形と有数の多雨地帯であ

る気候風土が独特の景観美を育んでいる三重県南部は、全国的な観光地としての地位を築い

てきた反面、ひとたび自然災害が発生すると複雑な地形地質構造が起因し交通網が寸断され

やすく、沿岸部の集落が孤立する事態を招いています。

そうした中、観光などの交流を活発にし、「命の道」として災害時の緊急輸送や高度医療施設

へのアクセスともなる高規格な道路ネットワーク等の確保が急務となっています。また、台風や

豪雨などのよる風水害と、東南海・南海地震の震源に近く地震や津波による大規模被害が危惧

されており、治山治水対策や地震対策などによる災害対策が急務です。安全安心の礎に伊勢

や紀伊半島中南部地域の地域内と国内外との交流基盤強化により、世界遺産などの地域資源

を活かした観光・交流拠点のより一層の充実が求められています。

【プロジェクトがもたらすべき効果と地域の将来イメージ】

東南海・南海地震や豪雨による災害に強い地域が形成され、交流圏域の拡大を図り「命の道」

となる道路と港湾による交通ネットワーク確保により、交流が活発な地域が形成されます。これら

により、世界遺産や特色のある地形風土を活かした観光産業の更なる活性化や創出が期待さ

れ、さらに、海洋深層水の商品化などにみる新たな産業分野の創出・集積が図られ、暮らしや地

域活力の一層の向上が期待されます。伊勢・紀伊半島中南部と近畿圏・名古屋都市圏との連携

強化により、代表的な観光・交流拠点である当地域の様々な魅力と活力が向上することで、交流

が活発な中部圏の持続的発展が期待されます。

【不断のフォローアップによる将来イメージの達成度評価】

伊勢と紀伊半島中南部を結ぶ地域で展開する様々なプロジェクトによる効果を、洪水の氾濫

や津波・高潮に対する安全度や地域固有の資源を活かしたまちづくりや観光客の増加に関す

るアウトカム指標と、住民意識（満足度）調査などにより、時代のニーズや地域の課題を常に把

握しながら内容の改善、評価、見直しを常に柔軟に行っていきます。こうした過程を通じて、当

地域に必要な社会資本の整備を図り、中部圏の将来像の実現をめざします。

資料２－１２



資料２－１３

⑨飛騨と長野、北陸沿岸を結ぶ地域（仮称）の将来イメージ

【地域の概要－強みを活かし、弱みを克服すべき取組】

日本アルプスの雄大な自然環境に抱かれ、四季折々の景観資源を活かし、古くから避暑地や

冬季レジャーなどの観光地と発展してきた長野県北中部や岐阜県北部は、日本海に注ぐ河川

の水源地であるとともに、周辺を標高2,000m～3,000m級の険しい山々で囲まれ独自の歴史・文

化が醸成しされてきた地域です。

そうした中、こうした地勢的な特性を有する飛騨と長野、北陸沿岸を結ぶ地域には、地域内や

他地域間を相互に結ぶ交通ネットワークが不可欠であるものの、現状では災害時の代替補完

機能を含め発展途上にあります。また山間地域の過疎化が進行し水源地の荒廃と地域の活力

衰退が懸念されていることから、関東・北陸・東海エリアとの交流基盤強化により、豊富な地域資

源を活かした観光・交流拠点のより一層の充実が求められています。

【プロジェクトがもたらすべき効果と地域の将来イメージ】

森林の保全や流出土砂の抑制、河川整備等の治水・治山対策と、交流圏域の拡大を図る交

通ネットワーク確保により、災害に強く交流が活発な地域が形成されることにより、雄大な自然景

観や独特な歴史文化を活かした観光地の活性化が期待されます。さらに、関東・北陸・東海エリ

アとの交流連携が強化され、豊富な自然環境や農林業を活かした自然体験や滞在型観光など

にみる新たな産業の創出や産業立地が図られ、暮らしや地域活力の一層の向上が期待されま

す。飛騨と長野、北陸沿岸を結ぶ地域が我が国を代表する観光・交流拠点として様々な魅力と

活力が向上することで、交流が活発な中部圏の持続的発展が期待されます。

【不断のフォローアップによる将来イメージの達成度評価】

飛騨と長野、北陸沿岸を結ぶ地域で展開する様々なプロジェクトによる効果を、洪水の氾濫や

土砂災害に対する安全度や景観形成や観光客の増加といったアウトカム指標と、住民意識（満

足度）調査などにより、時代のニーズや地域の課題を常に把握しながら内容の改善、評価、見

直しを常に柔軟に行っていきます。こうした過程を通じて、当地域に必要な社会資本の整備を

図り、中部圏の将来像の実現をめざします。



資料２－１４

■
中

部
地

方
の

役
割

と
発

展
シ

ナ
リ

オ
を

踏
ま

え
た

「
選

択
と

集
中

」

③
中

部
の

特
性

に
対

応
し

た
選

択
と

集
中

・
・・

(略
)・

・
・中

部
地

方
の

強
み

を
活

か
し

弱
み

を
克

服
す

る
た

め
の

分
野

を
選

択
し

注
力

し
て

行
か

ね
ば

な

り
ま

せ
ん

。
具

体
的

に
は

、
国

内
外

の
連

携
軸

強
化

に
よ

る
産

業
活

力
の

増
進

と
、

災
害

に
強

く
信

頼
性

の
高

い
安

全
・
安

心
な

圏
域

を
確

立
す

る
こ

と
が

肝
要

で
す

。
・・

・
(略

)・
・・

④
我

が
国

経
済

の
発

展
に

貢
献

す
る

選
択

と
集

中

・
・・

(略
)・

・
・中

部
地

方
に

立
地

す
る

も
の

づ
く

り
産

業
は

輸
出

型
産

業
に

特
化

し
て

い
る

た
め

、
世

界
経

済

の
動

向
と

の
緊

密
性

が
高

い
。

こ
の

た
め

、
世

界
経

済
の

動
向

に
対

応
し

た
中

部
地

方
の

産
業

活
動

の
機

動

性
を

損
な

う
こ

と
の

な
い

よ
う

、
地

域
づ

く
り

を
サ

ポ
ー

ト
し

て
い

く
必

要
が

あ
り

ま
す

。
こ

う
し

た
観

点
か

ら
は

、
中

部
地

方
の

産
業

の
国

際
競

争
力

を
高

め
て

い
く

た
め

の
社

会
基

盤
整

備
は

、
こ

れ
ま

で
以

上
に

重
要

性
が

高

ま
る

た
め

、
広

域
的

連
携

を
図

り
つ

つ
推

進
し

て
行

か
ね

ば
な

り
ま

せ
ん

。

【
「
選

択
と

集
中

」
の

背
景

】

・・
・
(略

)・
・
・
ス

ピ
ー

ド
感

あ
る

集
中

的
な

投
資

を
図

る
「
選

択
と

集
中

」
に

よ
る

戦
略

を
立

案
し

、
中

部
地

方

の
強

み
を

活
か

し
て

弱
み

を
克

服
し

て
い

く
こ

と
に

注
力

し
て

い
く

必
要

が
あ

り
ま

す
。

・
・
・
(略

)・
・・

■
認

識
す

べ
き

緊
急

性

・・
・
(略

)・
・
・

「
ま

ん
な

か
ビ

ジ
ョ
ン

」
は

、
中

長
期

的
な

発
展

ビ
ジ

ョ
ン

を
示

す
に

留
ま

ら
ず

、
急

速
に

悪
化

し

先
行

き
不

透
明

感
が

募
る

地
域

経
済

の
活

況
化

を
図

る
た

め
の

道
程

を
示

し
て

い
か

な
く

て
は

な
り

ま
せ

ん
。

・・
・
(略

）
・
・
・社

会
基

盤
整

備
は

、
内

需
拡

大
に

よ
る

景
気

浮
揚

効
果

（
フ

ロ
ー

効
果

）
と

整
備

後
の

経
済

効
果

（
ス

ト
ッ

ク
効

果
）
を

も
た

ら
す

性
格

を
有

し
・・

・
(略

）
・
・
・
即

効
性

の
あ

る
経

済
対

策
と

し
て

時
間

軸
を

重

視
し

た
施

策
の

展
開

が
肝

要
と

な
る

と
同

時
に

、
中

長
期

的
な

発
展

に
向

け
て

は
中

部
地

方
の

強
み

を
活

か
し

弱
み

を
克

服
す

る
た

め
の

重
点

分
野

の
選

択
が

必
要

で
す

。
そ

う
し

た
中

、
整

備
ま

で
に

時
間

を
要

す
社

会
基

盤
整

備
に

お
い

て
、

景
気

浮
揚

時
に

そ
の

ス
ト

ッ
ク

効
果

を
発

揮
す

る
に

は
、

先
行

的
な

整
備

開
始

が
重

要
で

あ
り

、
そ

の
時

期
は

景
況

悪
化

に
よ

る
緊

急
的

な
経

済
・
雇

用
創

出
が

必
要

な
時

期
と

重
な

り
ま

す
。

■
地

域
経

済
の

活
況

化
に

向
け

た
「
ス

ピ
ー

ド
重

視
」
の

公
共

投
資

①
即

効
性

の
あ

る
内

需
拡

大
策

の
展

開

・・
・(

略
)・

・
・
公

共
投

資
に

よ
る

生
産

誘
発

効
果

や
雇

用
創

出
効

果
な

ど
に

よ
る

景
気

浮
揚

策
が

即
効

性
の

あ
る

施
策

と
し

て
重

要
で

あ
り

、
従

来
に

な
い

柔
軟

で
機

動
的

な
姿

勢
で

可
及

的
速

や
か

な
る

対
応

を
図

っ

て
い

く
必

要
が

あ
り

ま
す

。
・・

・
(略

)・
・・

②
社

会
基

盤
整

備
後

に
も

た
ら

さ
れ

る
ス

ト
ッ

ク
効

果
の

前
倒

し
化

・・
・(

略
)・

・
・
ス

ト
ッ

ク
効

果
が

早
期

に
発

現
す

る
べ

く
迅

速
な

整
備

（
早

期
着

工
、

工
期

短
縮

）
を

行
う

こ
と

が
、

地
域

社
会

経
済

に
ス

ト
ッ

ク
効

果
の

享
受

を
早

期
に

も
た

ら
す

こ
と

と
な

り
ま

す
。

・
・
・
(略

)・
・・

必
要

な
事

業
の

速
や

か
な

事
業

化
が

求
め

ら
れ

、
地

域
を

挙
げ

た
合

意
形

成
を

急
が

ね
ば

な
り

ま
せ

ん
。

２
．

本
懇

談
会

の
論

点
事

項

（
２

）
ス

ピ
ー

ド
感

あ
る

「
選

択
と

集
中

」
に

よ
る

平
成

２
４

年
度

ま
で

の
重

点
戦

略
と

目
標



災
害

対
策

に
よ

り
、

全
て

の
社
会

活
動

の
礎

と
な

る

安
全

で
安

心
な

中
部

を
形

成
し
ま

す
。

今
後

、
人

口
減

少
下

に
お

い
て

も
克

災
・

減
災

対
策

を
実

施
し

、
被

害
を

最
小

限
に

留
め

、
社

会
活

動
を

継
続
で

き
る

地
域

、
そ

し
て

、
災

害
時

の
避

難
・

救
助

及
び

復
旧

・
復

興
を

迅
速

か
つ

円
滑

に
で

き
る

地
域
を

目
指

す
と

と
も

に
、

既
存
の

社
会

資
本

の
安
全

性
を

維
持

で
き

る
地

域
を

目
指

し
て

い
く

こ
と

が
重
要

で
す

。

１
．
当

面
５
年

後
の
具

体
的

な
目

標
値

【平
成

20
年

度
～

平
成

24
年

度
】

重
点

目
標

①
洪

水
・
土

砂
災

害
・
高

潮
、

雪
害

な
ど

や
渇

水
に

強
い

地
域

を
構

築
し

ま
す

国
土
を

保
全

し
、

豪
雨

や
高

潮
・

津
波

よ
る

風
水

害
の

発
生

抑
止

と
防

災
上

危
険

性
が

高
い

地
区

の
解
消

等
を

図
る

と
と

も
に

、
雪

害
や

渇
水

対
策

等
を

推
進

し
ま

す
。

重
点

目
標

②
大

規
模

な
地

震
に

も
強

い
地

域
を

構
築

し
ま

す

大
規
模

地
震

の
発

生
に

対
す

る
安

全
性

を
確

保
し

ま
す

。

重
点

目
標

③
様

々
な

災
害

で
も

寸
断

さ
れ

る
こ

と
の

な
い

交
通

体
系

等
を

構
築

し
ま

す

日
本
の

大
動

脈
は

も
と

よ
り

、
物

流
拠

点
や

公
共

交
通

等
の

安
全

性
を

強
化

し
、

ユ
ー

ザ
ー

か
ら

信
頼
さ

れ
る

交
通

体
系

を
構

築
し

ま
す

。

重
点

目
標

④
災

害
・事

故
に

係
る

情
報

提
供

や
災

害
対

応
体

制
を

強
化

し
ま

す

災
害
・

事
故

に
係

る
情

報
提

供
の

高
度

化
、

避
難

・
救

助
活

動
、

復
旧

・
復

興
活

動
の

迅
速

化
、

円
滑
化

、
及

び
災

害
時

の
業

務
継

続
性

を
強

化
し

ま
す

。

重
点

目
標

⑤
既

存
の

社
会

資
本

ス
ト

ッ
ク

機
能

を
持

続
さ

せ
ま

す

こ
れ
ま

で
に

整
備

し
た

社
会

資
本

を
適

切
に

維
持

・
管

理
、

更
新

し
、

安
全

性
を

持
続

さ
せ

ま
す

１
－

１
．
代

表
的

な
指

標

「
災

害
に

強
い

安
全

で
安

心
な

地
域
づ

く
り

」
を

目
指
す

た
め

、
平

成
2
4
年
度

ま
で

の
目

標
指

標
と

し
て

、
下
記

の
代

表
的

な
目

標
数

値
を

定
め

、
各

政
策

の
達

成
状

況
を

評
価

し
ま

す
。

さ
ら

に
、

こ
う

し
た

指
標

の
み

で
な

く
、

地
域

住
民

へ
の

定
期

的
な

満
足

度
調

査
を

実
施

し
、

「
安

全
・

安
心
」

に
対

す
る

住
民

意
識

も
政

策
評

価
に

加
味

し
て

い
き

ま
す

。

【
指

標
案
】

※
＜

Ｐ
＞

検
討
中

●
当

面
の

目
標

に
対

す
る

、
洪

水
の

氾
濫

か
ら

守
ら

れ
る

地
域

の
割

合
（
洪

水
の

氾
濫

か
ら

守
ら

れ
る

区
域

の
割

合
）

●
下

水
道

に
よ

る
都

市
浸

水
対

策
達

成
率

●
津

波
・
高

潮
に

よ
る

災
害

か
ら

一
定

の
水

準
の

安
全

性
が

確
保

さ
れ

て
い

な
い

地
域

の
面

積

●
大

規
模

地
震

が
特

に
懸

念
さ

れ
る

地
域

に
お

け
る

港
湾

に
よ

る
緊

急
物

資
供

給
可

能
人

口

●
耐

震
化

（
液

状
化

対
策

等
）
さ

れ
た

防
護

施
設

（
堤

防
・
護

岸
・
胸

壁
）
の

延
長

(m
) 
（
う

ち
ゼ

ロ
メ

ー
ト
ル

地
帯

）

●
土

砂
災

害
か

ら
保

全
さ

れ
る

人
口

（
万

人
）

●
土

砂
災

害
か

ら
保

全
さ

れ
る

人
命

保
全

上
重

要
な

施
設

数

●
土

砂
災

害
特

別
警

戒
区

域
指

定
率

●
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

を
作

成
・
公

表
し

、
防

災
訓

練
等

を
実

施
し

た
市

町
村

の
割

合
（
洪

水
、

内
水

、
土

砂
、

津
波

）

●
リ
ア

ル
タ

イ
ム

火
山

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
整

備
率

●
中

部
の

道
路

橋
の

長
寿

命
化

修
繕

計
画

策
定

率

●
港

湾
施

設
の

長
寿

命
化

計
画

策
定

率

人
口

減
少

下
で
も

、
も

の
づ

く
り

を
は
じ

め
、

国
際

的
に

強
い
産

業
競

争
力

あ
る

中
部
を

形
成
し

ま
す

。

人
口

減
少

下
に

お
い
て

も
、

も
の

づ
く
り

産
業
の

更
な

る
発
展

と
と
も

に
、

優
れ

た
技
術

、
人
材

、

知
能

、
産

業
を
よ

り
集
積

す
る

こ
と

で
、
国

際
的
に

強
い

産
業
競

争
力

で
日

本
を

リ
ー

ド
す

る
中
部

を

形
成

す
る

た
め
、

国
内
外

と
の

高
速

交
通
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

が
強
化

・
円
滑

化
さ

れ
た

地
域
、

国
際
的

な

交
通

基
盤

、
物
流

拠
点
、

生
産

・
研

究
基
盤

が
整
っ

た
地

域
、
水

を
安
定

し
て

確
保

で
き
る

地
域
を

目

指
し

て
い

く
こ
と

が
重
要

で
す

。

１
．
当

面
５
年
後

の
具

体
的

な
目

標
値

【
平

成
20

年
度

～
平

成
24

年
度

】

重
点

目
標

①
港

湾
・
空

港
の

機
能

を
強

化
し

、
世

界
的

に
優

れ
た

国
際

物
流

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
形

成
し

ま
す

港
湾

・
空

港
の

物
流

機
能

強
化

に
よ

り
、

対
東

ア
ジ

ア
戦

略
を

含
む

円
滑

な
国

際
物

流
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

を
形

成
し

ま
す

重
点

目
標

②
国

内
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

強
化

し
、

ス
ム

ー
ズ

な
移

動
を

可
能

に
し

ま
す

既
存

ス
ト
ッ

ク
を

徹
底

活
用

す
る

と
と

も
に

、
陸

・
海

・
空

の
国

内
交

通
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

の
強

化
と

円
滑

化
に

よ

り
、

交
通

の
信

頼
性

向
上

と
都

市
内

外
の

交
通

円
滑

化
を

図
り

ま
す

重
点

目
標

③
陸

・
海

・
空

が
一

体
と

な
っ

た
高

度
な

物
流

シ
ス

テ
ム

を
構

築
し

ま
す

陸
・
海

・空
が

一
体

と
な

っ
た

高
度

な
物

流
シ

ス
テ

ム
を

構
築

し
ま

す

重
点

目
標

④
も

の
づ

く
り

に
不

可
欠

な
水

の
安

定
確

保
を

図
り

ま
す

も
の

づ
く

り
産

業
や

日
常

生
活

に
不

可
欠

な
水

の
安

定
確

保
を

図
り

ま
す

１
－

１
．
代

表
的

な
指

標

「
も

の
づ

く
り

を
は
じ

め
国

際
的

に
強
い

産
業
競

争
力

あ
る
地

域
づ
く

り
」

を
目

指
す
た

め
、
平

成

24
年

度
ま

で
の
目

標
指
標

と
し

て
、

下
記
の

代
表
的

な
目

標
数
値

を
定
め

、
各

政
策

の
達
成

状
況
を

評

価
し

ま
す

。

さ
ら

に
、

こ
う

し
た
指

標
の

み
で

な
く
、

地
域
住

民
へ

の
定
期

的
な
満

足
度

調
査

を
実
施

し
、
「

産

業
競

争
力

」
に
対

す
る
住

民
意

識
も

政
策
評

価
に
加

味
し

て
い
き

ま
す

。

【
指

標
案

】
※

＜
Ｐ

＞
検

討
中

●
中

部
の

外
貿

コ
ン

テ
ナ

貨
物

量
（
T

E
U

）
の

増
加

率

●
名

古
屋

都
市

圏
二

環
状

道
路

整
備

率

●
道

路
渋

滞
に

よ
る

損
失

時
間

●
国

内
海

上
物

流
費

用
の

削
減

率

●
港

湾
関

連
手

続
き

の
シ

ン
グ

ル
ウ

ィ
ン

ド
ウ

化
率

●
渇

水
被

害
を

軽
減

す
る

ダ
ム

貯
水

量
確

保
率

Ⅰ
．
も
の
づ
く
り
を
は
じ
め
国

際
的

に
強

い
産

業
競

争
力

あ
る
地

域
づ
く
り

Ⅱ
．
災

害
に
強
い
安

全
で
安

心
な
地

域
づ
く
り

資料２－１５



資料２－１６

文
化

・
歴
史

資
源
を

活
か
す

と
と
も

に
、

自
然

と
共
生

す
る
環

境
先
進
地

中
部
を

形
成

し
ま

す
。

美
し

く
豊

か
な

自
然
や

文
化

・
歴

史
資
源

を
活
か

し
、

環
境

を
テ

ー
マ
と

し
た

「
愛

・
地

球
博
」

の

理
念
を

継
承

し
た

環
境
先

進
地

域
と

し
て
、

環
境
と

共
生
す

る
中

部
を
形

成
し

て
い

く
た

め
、

地
球
温

暖
化
対

策
や

循
環

型
社
会

が
構

築
さ

れ
た
地

域
、
流

域
圏

が
一
体

的
に
環

境
保

全
さ

れ
自
然

や
生

物
と

共
生
し

た
地

域
、

魅
力
あ

る
景

観
が

保
全
・

創
出
さ

れ
た

地
域

を
目

指
し
ま

す
。

１
．
当
面

５
年

後
の
具
体

的
な
目
標

値
【
平
成

20
年

度
～

平
成

24
年

度
】

重
点

目
標

①
地

球
温

暖
化

を
抑

制
す

る
た

め
温

室
効

果
ガ

ス
の

削
減

を
推

進
し

ま
す

地
球

温
暖

化
を

抑
制

す
る

た
め

温
室

効
果

ガ
ス

の
削

減
を

推
進

し
ま

す
。

重
点

目
標

②
大

気
環

境
の

改
善

や
ヒ

ー
ト

ア
イ

ラ
ン

ド
の

抑
制

を
支

援
し

ま
す

中
部

地
方

の
大

気
環

境
の

改
善

・
ヒ

ー
ト

ア
イ

ラ
ン

ド
の

抑
制

を
支

援
し

ま
す

。

重
点

目
標

③
ご

み
の

発
生

抑
制

・循
環

型
社

会
の

構
築

を
支

援
し

ま
す

ご
み

の
発

生
抑

制
・循

環
型

社
会

の
構

築
を

支
援

し
ま

す
。

重
点

目
標

④
美

し
い

自
然

環
境

を
保

全
・
創

出
し

、
多

様
な

生
態

系
を

維
持

・
再

生
し

ま
す

美
し

い
自

然
環

境
を

保
全

・
創

出
し

、
多

様
な

生
態

系
を

維
持

・
再

生
し

ま
す

。

重
点

目
標

⑤
健

全
な

水
循

環
系

を
構

築
し

、
持

続
可

能
な

環
境

を
創

出
し

ま
す

都
市

と
農

山
漁

村
地

域
が

一
体

と
な

り
、

健
全

な
水

循
環

系
を

構
築

し
、

持
続

可
能

な
環

境
を

創
出

し
ま

す
。

重
点

目
標

⑥
生

活
環

境
を

改
善

し
ま

す

生
活

環
境

を
改

善
し

、
環

境
に

や
さ

し
い

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
形

成
を

推
進

し
ま

す
。

重
点

目
標

⑦
独

自
の

地
域

資
源

を
保

全
・
再

生
・活

用
し

た
魅

力
あ

る
景

観
を

創
出

し
ま

す

自
然

環
境

・
歴

史
・
文

化
資

源
を

保
全

・
再

生
・
活

用
し

た
魅

力
あ

る
景

観
を

創
出

し
ま

す
。

１
－

１
．
代
表

的
な
指

標

「
自

然
と

共
生

す
る
中

部
」

を
目

指
す
た

め
、
当

面
５

年
後

（
平

成
24
年

度
）

の
目
標

指
標

と
し

て

、
下
記

の
代

表
的

な
目
標

数
値

を
定

め
、
各

政
策
の

達
成

状
況

を
評

価
し
ま

す
。

さ
ら

に
、

こ
う

し
た
指

標
の

み
で

な
く
、

地
域
住

民
へ

の
定

期
的

な
満
足

度
調

査
を

実
施

し
、
「

環

境
・
景

観
」

に
対

す
る
住

民
意

識
も

政
策
評

価
に
加

味
し

て
い

き
ま

す
。

【指
標

案
】

※
＜

Ｐ
＞

検
討

中

●
低

公
害

車
普

及
率

（
中

部
地

方
の

車
輌

登
録

台
数

の
う

ち
低

公
害

車
の

割
合

）

●
水

辺
の

再
生

の
割

合

●
総

合
的

な
土

砂
管

理
に

基
づ

き
土

砂
の

流
れ

が
改

善
さ

れ
た

数

●
路

上
工

事
時

間
（
直

轄
国

道
）

●
景

観
計

画
に

基
づ

き
取

組
を

進
め

る
地

域
の

数

日
本
の

ま
ん

な
か
で

、
魅
力

が
溢
れ

、

賑
わ
い

と
活

気
あ
る

中
部
を

形
成
し

ま
す

。

日
本
の

ま
ん

な
か

の
地
理

的
優

位
性
を

活
か

し
、
更

な
る

都
市

の
魅

力
向

上
と

、
地
域

間
格

差
を
是

正
す

る
と

と
も

に
、

国
内
外

の
交

流
拡
大

と
中

部
の

国
際

的
な

魅
力

向
上

を
可

能
と

す
る
交

流
・
連

携

が
活

発
な

中
部

を
形

成
す
る

た
め

、
国
内

外
と

の
交
通

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
が

強
化

・
円

滑
化
さ

れ
た
地

域

、
国

内
外

の
人

・
モ

ノ
・
情

報
の

交
流
が

活
発

で
賑

わ
い

あ
る

地
域

、
地

域
資

源
を

活
か
し

た
魅
力

あ

る
各

地
域

の
創

造
を

目
指
す

。

１
．
当
面

５
年
後

の
具

体
的

な
目

標
値

【
平

成
20

年
度

～
平

成
24

年
度

】

重
点

目
標

①
人

・
モ

ノ
・
情

報
の

交
流

を
拡

大
・活

発
化

し
ま

す

地
理

的
特

性
を

活
か

し
、

人
・
モ

ノ
・
情

報
の

交
流

を
拡

大
・活

発
化

し
ま

す
。

重
点

目
標

②
社

会
基

盤
整

備
で

都
市

機
能

を
高

度
化

し
、

各
地

域
の

自
立

を
促

し
ま

す

魅
力

と
活

力
を

最
大

限
に

引
き

出
す

戦
略

的
な

成
長

基
盤

の
整

備
と

都
市

機
能

の
高

度
化

に
よ

り
、

各
地

域
の

自
立

を
促

し
ま

す
。

重
点

目
標

③
中

山
間

地
や

農
山

漁
村

の
地

域
力

を
向

上
し

、
各

地
域

の
自

立
を

促
し

ま
す

中
山

間
地

域
・
農

山
漁

村
地

域
、

離
島

の
地

域
づ

く
り

や
人

材
育

成
を

支
援

し
、

地
域

の
自

立
を

促
進

し
ま

す
。

重
点

目
標

④
独

自
の

地
域

資
源

を
活

用
し

、
観

光
な

ど
地

域
の

魅
力

を
向

上
し

ま
す

自
然

環
境

、
歴

史
文

化
、

産
業

な
ど

地
域

資
源

を
活

用
し

、
観

光
交

流
の

拡
大

・
地

域
の

魅
力

向
上

を
図

り
ま

す
。

１
－
１
．
代

表
的

な
指
標

「
魅
力

あ
ふ

れ
賑

わ
い
と

活
気

あ
る
地

域
づ

く
り
」

を
目

指
す

た
め

、
平

成
2
4
年

度
ま

で
の

目
標

指

標
と

し
て

、
下

記
の

代
表
的

な
目

標
数
値

を
定

め
、

各
政

策
の

達
成

状
況

を
評

価
し

ま
す
。

さ
ら
に

、
こ

う
し

た
指
標

の
み

で
な
く

、
地

域
住
民

へ
の

定
期

的
な

満
足

度
調

査
を
実

施
し

、
「
交

流
・

連
携

」
に

対
す

る
住
民

意
識

も
政
策

評
価

に
加
味

し
て

い
き
ま

す
。

【指
標

案
】

※
＜

Ｐ
＞

検
討

中

●
中

部
地

方
に

お
け

る
宿

泊
者

数
の

増
加

率

●
外

国
人

観
光

客
の

中
部

地
方

へ
の

訪
問

率

●
地

域
住

民
組

織
等

が
主

体
と

な
っ

て
公

共
交

通
シ

ス
テ

ム
案

の
検

討

●
[再

掲
]名

古
屋

都
市

圏
二

環
状

道
路

整
備

率

Ⅲ
．
地
域

資
源

を
活

か
く
自

然
と
共

生
す
る
環
境

先
進

地
域

の
形

成
Ⅳ

．
魅

力
あ
ふ
れ
賑

わ
い
と
活

気
あ
る
地

域
づ
く
り



誰
も
が

ど
こ
で

も
活
き

活
き
と

快
適

に
暮
ら

せ
、

愛
着
を

持
て
る

中
部
を

形
成
し

ま
す

。
生
活

に
欠

か
せ

な
い
学

校
や

職
場

、
病
院

な
ど

様
々

な
目

的
地

が
あ
る

生
活

圏
内

を
、
誰

で
も
い

つ

で
も
安

全
で

快
適

に
移
動

で
き

る
地

域
社

会
を

構
築

す
る

こ
と
は

基
本

で
あ

る
と
と

も
に
最

も

重
要
で

あ
る

。
ま

た
、
多

様
化

す
る

ラ
イ
フ

ス
タ

イ
ル

と
人

口
減

少
時
代

、
少

子
化

・
高
齢

化
に
対

応

し
、
安

全
で

子
育

て
し
や

す
い

地
域

、
誰
も

が
ど

こ
で

も
快

適
で

安
心
し

て
暮

ら
せ

る
地
域

、
住
ん

で

い
る
地

域
に

誇
り

と
愛
着

が
持

て
る

地
域
を

目
指

す
。

１
．
当
面

５
年

後
の
具

体
的

な
目
標

値
【
平
成

20
年

度
～

平
成

24
年

度
】

重
点

目
標

①
子

供
が

の
び

の
び

と
安

全
に

成
長

で
き

る
社

会
の

実
現

を
め

ざ
し

ま
す

次
世

代
の

担
い

手
と

な
る

子
供

が
の

び
の

び
と

安
全

に
成

長
で

き
る

社
会

を
実

現
し

ま
す

。

重
点

目
標

②
安

全
で

住
み

や
す

い
居

住
環

境
の

実
現

を
め

ざ
し

ま
す

住
宅

や
居

住
環

境
の

質
を

高
め

、
安

全
で

健
康

な
暮

ら
し

を
実

現
し

ま
す

。

重
点

目
標

③
快

適
で

安
全

に
暮

ら
せ

る
生

活
圏

の
実

現
を

め
ざ

し
ま

す

様
々

な
移

動
手

段
の

快
適

性
と

安
全

性
を

向
上

し
、

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
ニ

ー
ズ

の
多

様
化

に
対

応
し

た
豊

か

な
生

活
空

間
を

実
現

し
ま

す
。

重
点

目
標

④
ユ

ビ
キ

タ
ス

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

社
会

に
対

応
し

た
情

報
提

供
を

進
め

ま
す

ユ
ビ

キ
タ

ス
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

社
会

に
対

応
し

た
情

報
提

供
を

進
め

ま
す

。

重
点

目
標

⑤
誇

り
や

愛
着

を
持

て
る

協
働

・参
加

型
の

地
域

づ
く

り
を

支
援

し
ま

す

国
土

マ
イ

ン
ド

の
醸

成
と

し
て

、
誇

り
や

愛
着

を
持

て
る

協
働

・
参

加
型

の
地

域
づ

く
り

を
支

援
し

ま
す

。

１
－
１
．
代
表

的
な
指

標

「
誰

も
が

活
き

活
き
と

快
適

に
暮

ら
せ
愛

着
が

も
て

る
地

域
づ

く
り
」

を
目

指
す

た
め
、

平
成
2
4
年

度
ま
で

の
目

標
指

標
と
し

て
、

下
記

の
代
表

的
な

目
標

数
値

を
定

め
、
各

政
策

の
達

成
状
況

を
評
価

し

ま
す
。

さ
ら

に
、

こ
う

し
た
指

標
の

み
で

な
く
、

地
域

住
民

へ
の

定
期

的
な
満

足
度

調
査

を
実
施

し
、
「

暮

ら
し
」

に
対

す
る

住
民
意

識
も

政
策

評
価
に

加
味

し
て

い
き

ま
す

。

【
指

標
案

】
※

＜
Ｐ

＞
検

討
中

●
歩

い
て

い
け

る
身

近
な

み
ど

り
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

率

●
下

水
道

処
理

人
口

普
及

率

●
多

数
の

者
が

利
用

す
る

建
築

物
・
住

宅
の

耐
震

化
率

●
特

定
道

路
に

お
け

る
バ

リ
ア

フ
リ
ー

化
率

●
あ

ん
し

ん
歩

行
エ

リ
ア

内
の

歩
行

者
・
自

転
車

死
傷

事
故

抑
止

率

●
道

路
交

通
に

お
け

る
死

傷
事

故
率

（
中

部
５

県
）

●
か

わ
ま

ち
づ

く
り

整
備

自
治

体
数

Ⅴ
．
誰
も
が
活
き
活
き
と
快
適

に
暮

ら
せ
愛

着
が
も
て
る
地

域
づ
く
り

資料２－１７
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